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本
市
は
、
昭
和
四
十
二
年
一
月
に
市
制
施
行
し
、
そ
れ
を
契
機
と
し
て
五
年
間
で
二
倍
弱
と
い
う
争
激
な
人
口
増
加
率
を
示
し
、
そ
れ
ま
で
の
純
農
村
地

帯
か
ら
首
都
圏
衛
星
都
市
へ
と
変
貌
し
て
お
り
ま
す
。
都
市
化
に
伴
う
生
活
環
境
の
変
化
と
と
も
に
歴
史
的
環
境
も
急
激
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
ま
た
市
民

の
方
々
か
ら
八
千
代
市
の
歴
史
や
文
化
財
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
市
で
は
市
制
十
周
年
を
記
念
し
て
「
八
千
代
市
史
」
を
刊
行
す
る
予
定
で
す
。

今
回
の
調
査
は
市
史
の
資
料
調
査
と
、
文
化
財
保
護
の
為
の
基
礎
資
料
作
成
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
夏
の
炎
天
下
に
行
な
わ
れ
た
米
本
城
址
調
査
、
冬
の
寒

風
吹
き
荒
ぶ
中
で
行
な
わ
れ
た
吉
橋
城
址
、
高
津
館
址
で
す
。
こ
の
結
果
こ
れ
等
の
遺
跡
が
本
市
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
が
解
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
事
な
遺
跡
を
市
民
の
力
で
末
長
く
子
孫
に
伝
え
生
き
た
歴
史
の
証
拠
と
す
る
事
が
現
代
に
生
き
る
人
々
の
義
務
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

終
わ
り
に
こ
の
報
告
書
を
完
成
さ
せ
て
頂
い
た
調
査
団
各
位
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
調
査
中
に
種
々
の
御
協
力
を
頂
い
た
米
本
、
吉
橋
、

高
津
の
方
々
に
改
め
て
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
も
の
で
す
。

昭
和
五
十
一
年
三
月
十
一
日

序

言

，
 

委

員

長

市

川

浩

八
千
代
市
教
育
委
員
会
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す
る
。

0
本
書
は
米
本
城
址
、
吉
橋
城
址
、
高
津
館
址
の
測
量
お
よ
ぴ
関
連
調
査

の
結
果
を
記
録
し
た
報
告
書
で
あ
る
。

0
本
書
の
編
集
、
図
版
作
成
は
村
田
一
男
と
安
達
が
あ
た
っ
た
。
執
筆
は

第
二
章

1
第
六
章
ま
で
は
村
田
一
男
が
あ
た
り
、
第
一
章
、
第
三
章
の

一
の
③
の
「
111
の
堀
土
塁
断
面
」
、
第
三
章
二
の
⑥
は
安
達
が
執
筆
し
た
。

0
米
本
城
址
調
査
で
は
篠
丸
頼
彦
よ
り
種
々
の
助
言
を
頂
い
た
。
記
し
て

感
謝
い
た
し
ま
す
。

0
第
三
章
の
三
に
お
い
て
須
田
保
氏
よ
り
八
千
代
市
史
編
纂
室
主
幹
時
代

の
業
積
を
特
別
寄
稿
し
て
頂
い
た
。

〇
図
版
の
活
弧
の
中
の
記
号
は
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
跡
¢
図
の
記
号
と
一
致

例

言

事
務
局

高

橋

清

貞

福

寺

高

橋

光

高

橋

光

土
地
所
有
者
の
方
々
、
吉
橋
花
輪
、

調
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団
構
成
・
調
査
協
力
者

米
本
城
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調
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団
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村
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一

男

村
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佐
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清

和
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達
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千
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田
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協
力
者

風

間

清

加

茂

勉

加

茂

正

雄

長
福
寺
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土
地
所
有
者
の
方
々
、
米
本
、
内
宿
‘
砂
戸
、
坂
下
、
辺
田
の
方
々

吉
橋
城
址
、
高
津
館
址
調
査
団
構
成

村

田

一

男

水

野

秋

穂

千
葉
県
立
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圃
芸
高
校
測
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ク
ラ
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委
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会
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高
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観
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課

長
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土
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有
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期
間

対
象

関
連
調
査

内
容

打
つ
。

八
六
、
四

0
0
面

昭
和
四
十
九
年
八
月
一
日
ー
八
月
十
三
日

延
ベ
一
三
三
名

現
地
踏
査
後
、
調
査
範
囲
に
二
十
四
本
の
ト
ラ
バ
ー
ス
抗
を

一
ー
ニ
班
の
測
量
班
で
草
刈
り
を
し
‘
蚊
に
刺
さ
れ
な
が
ら
台
地

基
部
よ
り
先
端
部
へ
測
量
を
行
な
っ
た
。
図
は
五

O
c
m
づ
つ
の
等
高
線
で

地
形
を
と
り
、
遺
構
の
細
部
は
破
線
で
表
現
し
、
縮
尺

1-300
の
原
図
五
枚

を
完
成
し
た
。

吉
橋
城
址
、
高
津
館
址

面

積

吉

橋

城

址

六

0
、

0
0
0
面
（
四

0
0
m
x
一
五

0
m
)

高

津

館

址

三

0
、
六
二
五
面
（
一
七
五

m
x
一
七
五

m)

期
間
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
十
四
日
ー
昭
和
五
十
年
二
月
一
日

人

員

延

べ

八

0
人

内
容
現
地
踏
査
を
行
な
い
、
調
査
範
囲
に
約
五

0
本
の
ト
ラ
バ
ー

ス
抗
を
打
つ
。
一
ー
ニ
班
の
測
量
班
を
編
成
し
、
五

O
c
m
づ
つ
の
等
高
線

で
1-300
の
原
図
八
枚
を
完
成
し
た
。

人
員

期
間

測
量
調
査

米
本
城
、
吉
橋
城
、
高
津
館
址
に
関
係
す
る
も
の

昭
和
四
十
九
年
八
月

1
昭
和
五
十
一
年
三
月

米
本
城
址

面
積

第
一
章

調
査
経
過

（
三
六

0
m
x
二
四

0
m
)

延
ベ
一

0
0
人

内
容
古
記
録
（
古
文
献
、
寺
社
縁
起
等
）
、
聞
き
込
み
（
屋
号
、
地

名
、
伝
承
、
伝
説
等
）
、
石
造
物
（
板
碑
、
石
塔
等
）
、
伝
承
品
（
加
茂
家

所
蔵
品
な
ど
）
、
写
真
撮
影
（
遺
跡
、
遺
構
、
伝
説
地
な
ど
）
、
遺
構
断
面

調
査
（
露
頭
の
断
面
実
測
、
写
真
等
）
等
々
の
調
査
で
あ
る
。

米
本
城
址
、
吉
橋
城
址
、
高
津
館
址

内
容
図
面
整
理
、
製
図
・
図
版
作
成
、
原
稿
執
筆

期
間
昭
和
四
十
九
年
十
月
ー
昭
和
五
十
一
年
三
月

整

理
人
貝

ー



◎印は遺跡位置 1. 米本城址 2. 吉橋城址 3. 高 津 館 址



第
二
章

遺
跡
の
史
的
環
境

千
葉
県
八
千
代
市
は
県
北
部
に
あ
っ
て
、
下
総
台
地
の
印
廂
沼
水
系
の

西
南
部
に
位
置
す
る
。
市
域
は
市
中
間
を
南
北
に
貫
流
す
る
新
川
二
旧
平

戸
川
）
を
ほ
ぼ
境
と
し
て
近
年
ま
で
東
側
は
印
痛
郡
、
西
側
は
千
葉
郡
の

範
囲
で
あ
っ
た
。

市
内
に
お
け
る
中
世
館
城
址
及
び
関
係
遺
跡
は
、
こ
こ
に
集
録
し
た
米

本
城
、
吉
橋
城
、
高
津
館
址
、
尾
崎
館
址
の
他
、
村
上
の
正
覚
院
や
、
萱

田
の
飯
綱
神
社
砦
な
ど
、
地
形
上
そ
れ
ら
し
い
地
点
を
何
か
所
か
を
認
め

（
註
ー
）

る
こ
と
が
で
き
る
。

当
市
の
隣
地
佐
倉
市
に
は
、
先
崎
城
、
志
津
城
、
小
竹
城
な
ど
臼
井
城

（註
2
)

の
支
城
群
が
あ
る
の
で
米
本
や
吉
橋
城
は
臼
井
城
勢
力
に
制
さ
れ
な
が
ら

並
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

台
地
は
印
脂
沼
に
そ
そ
ぐ
水
系
に
よ
っ
て
多
く
の
樹
枝
状
の
支
谷
が
き

ざ
ま
れ
、
台
地
上
に
は
無
数
の
古
代
遺
跡
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
は
縄
文
・

弥
生
・
古
墳
か
ら
奈
良
•
平
安
時
代
に
及
び
、
中
近
世
も
含
む
と
そ
の
数

は
約
七
十
余
に
及
ん
で
い
る
。
そ
の
う
ち
古
代
の
発
掘
例
は
多
い
が
、
中

世
は
未
調
査
で
あ
る
。

こ
こ
に
集
録
し
た
中
世
館
城
址
及
び
近
辺
に
は
織
文
土
器
や
土
師
器
ま

た
は
須
恵
器
の
破
片
が
散
布
し
て
い
る
。
古
代
の
生
活
基
盤
の
上
に
中
世

の
生
活
が
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

古
代
に
お
け
る
当
市
の
印
廂
郡
の
範
囲
は
「
印
痛
国
造
」
の
支
配
下
で
、

平
安
時
代
に
入
る
と
「
和
名
抄
」
に
「
村
神
郷
」
（
現
村
上
）
と
い
う
郷

名
か
は
じ
め
て
み
え
る
。
村
上
の
「
七
百
余
所
神
社
」
は
村
神
1

1
群
神
を

（註
3
)

さ
す
と
み
ら
れ
て
い
る
。

古
代
末
期
に
は
い
く
つ
か
の
荘
園
が
成
立
し
た
。
村
上
郷
は
「
臼
井
荘
」

に
、
新
川
よ
り
西
側
は
伊
勢
神
宮
の
「
神
保
御
尉
」
で
、
萱
田
、
大
和
田
、

吉
橋
、
平
戸

r

神
久
保
、
真
木
野
を
は
じ
め
、
船
橋
市
の
神
保
、
大
神
保
、

坪
井
、
行
々
林
、
小
室
、
小
野
田
な
ど
が
そ
の
範
囲
で
あ
る
。
高
津
か
ら

習
志
野
市
の
南
部
、
千
葉
市
幕
張
に
か
け
て
は
「
高
津
牧
」
が
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
ま
た
、
萱
田
あ
た
り
は
時
平
神
社
が
あ
る
こ
と
か
ら
藤
原
氏

の
荘
園
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

千
葉
常
胤
が
鎌
倉
幕
府
創
立
に
尽
力
し
、
下
総
に
お
け
る
支
配
権
を
確

立
す
る
と
、
私
営
田
領
主
層
の
土
豪
は
一
段
と
結
束
し
、
地
域
の
開
発
も

進
行
し
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
兵
農
未
分
離
な
土
豪

層
が
各
地
に
居
館
を
築
い
て
い
っ
た
。
尾
崎
や
、
高
津
の
館
址
が
そ
れ
で

あ
る
。
こ
れ
等
土
豪
は
水
系
ご
と
に
地
域
支
配
力
を
固
め
、
財
力
を
蓄
積

し
地
域
に
君
臨
し
た
。
村
上
に
あ
る
正
覚
院
の
木
造
釈
迦
如
来
像
（
県
指

（註
5
)

定
文
化
財
）
は
清
涼
寺
式
の
整
っ
た
も
の
で
あ
る
。
正
覚
院
に
は
館
址
遺

構
が
認
め
ら
れ
る
。
土
豪
勢
力
が
自
己
の
屋
敷
内
に
仏
像
を
安
置
し
た
も

の
で
あ
る
。

（註
6
)

香
取
神
社
造
営
に
関
す
る
史
料
（
鎌
倉
時
代
）
に
、
萱
田
郷
・
千
葉
介

（
地
頭
）
、
吉
橋
郷
・
千
葉
介
頼
胤
（
地
頭
）
と
あ
り
造
営
を
負
担
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
当
地
域
は
千
葉
氏
の
支
配
圏
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

室
町
時
代
に
千
葉
氏
の
宗
家
が
滅
ん
で
一
族
は
内
紛
を
く
り
か
え
し
戦

国
時
代
を
迎
え
る
。
文
明
十
一
年
(
-
四
七
九
）
に
は
太
田
道
灌
が
臼
井

城
を
攻
撃
し
た
。
道
灌
が
萱
田
の
飯
綱
神
社
に
布
陣
し
て
米
本
城
を
攻
略

し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
時
期
に
あ
た
る
。

3
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一
五

0
0
年
代
に
入
り
、
上
総
の
武
田
氏
は
足
利
義
明
と
連
携
し
て
永

正
十
四
年
(
-
五
一
七
）
に
小
弓
城
を
攻
め
、
原
氏
と
そ
の
家
臣
高
城
越

前
守
父
子
は
減
亡
し
、
義
明
は
小
弓
御
所
と
し
て
勢
力
を
は
っ
た
。
こ
の

こ
ろ
の
関
東
は
小
田
原
の
北
条
氏
、
古
河
公
方
、
上
杉
氏
、
甲
斐
の
武
田
、

上
総
安
房
の
里
見
、
正
木
、
武
田
の
諸
氏
、
下
野
か
ら
南
下
す
る
越
後
の

長
尾
氏
な
ど
の
勢
力
が
次
々
と
入
り
乱
れ
、
虚
々
実
々
の
抗
争
を
展
開
し
、

千
葉
氏
系
統
は
一
族
の
中
で
同
様
な
形
態
を
と
る
。

佐
倉
の
千
葉
勝
胤
は
北
条
氏
に
属
し
、
天
文
七
年
(
-
五
三
八
）
の
第

一
次
国
府
台
合
戦
に
よ
り
一
段
と
そ
の
連
携
を
深
め
た
。

天
文
二
十
年
北
条
氏
康
は
川
越
合
戦
で
上
杉
に
勝
利
を
し
、
同
二
十
三

年
に
は
、
甲
・
駿
・
相
同
盟
が
結
ば
れ
て
越
後
の
長
尾
と
対
立
す
る
。
里

見
は
房
総
に
お
け
る
地
位
確
保
の
た
め
に
長
尾
と
連
携
し
、
佐
倉
の
千
葉

氏
は
北
条
氏
康
と
連
携
し
て
い
っ
た
か
ら
、
房
総
は
大
き
く
北
条
勢
と
里

見
勢
の
二
大
勢
力
系
統
が
存
在
し
た
。

原
氏
は
小
弓
城
を
回
復
し
、
弘
治
三
年
(
-
五
五
七
）
に
臼
井
城
に
拠

り
、
一
大
原
勢
力
圏
を
築
い
て
ゆ
く
。

永
禄
七
年
(
-
五
六
四
）
の
第
二
次
国
府
台
合
戦
で
北
条
氏
康
、
氏
政

は
里
見
を
減
亡
さ
せ
房
総
の
多
く
は
北
条
勢
力
圏
に
く
み
こ
ま
れ
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
戦
国
の
争
乱
に
あ
っ
て
米
本
、
吉
橋
両
城
は
築
か
れ
、
勢

力
範
囲
を
固
め
、
盛
褻
し
て
い
っ
た
。

（註）

1

千
葉
県
教
育
委
員
会
「
千
葉
県
中
近
世
遺
跡
調
査
目
録
」
（
昭

45)
に

米
本
城
（
五
ー
一
）
、
吉
橋
城
（
五
ー
ニ
）
、
権
現
山
砦
（
五
ー
三
）
（
飯

綱
神
社
）
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

2

清
川
一
史
「
房
総
の
中
世
城
郭
」
（
「
千
葉
県
の
歴
史
」

2

昭
46)

3

邦
岡
良
弼
「
日
本
地
理
志
料
」
（
「
紀
元
二
千
六
百
年
紀
房
総
叢
書
」

第
七
巻
所
収
昭

17)

4

前
掲

2
に
同
じ

5

千
葉
県
教
育
委
員
会
「
千
葉
県
文
化
財
総
覧
」
（
昭

44)

6

千
葉
県
史
編
纂
審
議
会
「
千
葉
県
史
料
中
世
篇
香
取
文
書
」
（
昭
43)

4
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第
三
章

一
、
遺
跡
調
査

曰
縄
張
り
（
図
版

Y
_
1
S
Yー

3
)

地
形
か
ら
し
て
舌
状
台
地
の
突
出
部
の
先
端
を
城
の
最
奥
部
と
し
て
、

側
面
の
自
然
の
断
崖
を
利
用
す
る
方
法
で
三
条
の
堀
で
台
地
と
区
切
り
、

直
線
的
な
連
郭
式
の
城
が
築
か
れ
た
。

城
域
は
南
北
三

0
0
m
、
東
西
は
一
五

0
m
で
、
面
積
四
五
、

0
0
0
mi 

あ
り
長
方
形
を
な
し
て
い
る
。

こ
の
城
を
と
り
ま
く
防
備
を
（
第
一
図
及
び
第
二
図
）
で
み
て
み
よ
う

城
の
北
部
の
小
字
内
宿
南
は
米
本
の
広
大
な
台
地
に
そ
の
ま
、
続
い
て
い

る
。
こ
の
台
地
を
北
方
か
ら
最
も
深
く
侵
入
す
る
谷
は
小
字
逆
水
の
米
本

団
地
北
辺
の
谷
で
あ
る
。
団
地
造
成
に
よ
っ
て
地
形
が
わ
か
り
に
く
く
な

っ
て
い
る
が
、
谷
の
最
奥
部
か
ら
台
地
に
南
下
す
る
と
国
道
十
六
号
線
沿

(
D
)
 

い
の
米
本
神
社
に
到
達
す
る
。
米
本
神
社
の
祭
神
は
天
御
中
主
命
で
あ
る

が
境
内
に
妙
見
が
祀
っ
て
あ
る
。
千
葉
氏
の
痕
跡
を
連
想
さ
せ
る
神
社
で

(
C
)
 

あ
る
。
米
本
神
社
の
西
に
は
長
福
寺
が
あ
る
。

(
E
)
 

ま
た
城
の
東
北
方
の
国
道
十
六
号
線
沿
い
に
林
照
院
が
あ
り
、
小
字
上

(
A
)
 

宿
西
に
は
善
福
寺
が
あ
る
。
上
宿
か
ら
下
宿
へ
か
け
て
県
道
千
葉
竜
ヶ
崎

線
に
沿
っ
て
近
世
以
降
の
家
並
が
続
い
て
い
る
が
、
県
道
よ
り
約
一

0
0
m

東
側
の
畑
道
が
古
道
で
屈
曲
し
て
い
る
。
こ
の
道
は
保
品
へ
ぬ
け
、
印
痛

郡
の
吉
田
、
岩
戸
、
瀬
戸
へ
と
続
く
も
の
で
あ
る
。
神
野
や
米
本
小
字
山

谷
に
は
山
林
中
に
土
塁
が
よ
く
残
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
米
本
城
の

北
方
や
東
北
方
の
台
地
は
軍
馬
育
成
や
、
将
兵
の
訓
練
場
と
し
て
の
後
背

米
本
城
址

地
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
長
福
寺
、
米
本
神
社
、
善
福
寺
、
林
照
院

等
は
城
の
北
面
の
防
衛
地
点
で
あ
ろ
う
。

(
B
)
 

新
川
に
面
す
る
防
備
は
、
小
字
辺
田
台
の
台
地
突
端
部
の
御
岳
神
社
や
、

(
F
)
 

宝
喜
作
の
台
地
の
不
動
堂
が
そ
う
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
地
点
に
は
、
物

見
や
小
規
模
な
砦
な
ど
を
築
ぎ
、
城
の
外
郭
防
衛
線
を
な
し
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。

口
普
請
（
図
版

Y
—

4
S
Y
_
2
2
)

米
本
城
の
普
請
は
、
台
地
を
区
切
る
三
条
の
空
堀
す
な
わ
ち
北
か
ら
一

の
堀
（
外
堀
）
、
二
の
堀
、
三
の
堀
と

I
、
II
、
III
の
三
つ
の
郭
と

N
の
腰

曲
輪
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
（
便
宜
上
以
上
の
よ
う
に
付
号
を
つ
け
た
。
）

図
で
明
ら
か
な
よ
う
に

I
、
II
郭
は
土
取
り
工
事
の
た
め
に
ほ
と
ん
ど

減
失
し
、
東
辺
の
み
し
か
残
存
し
て
い
な
い
。
現
在
最
も
よ
く
残
っ
て
い

る
の
は
、

III
郭
で
あ
る
。

IIl
郭
は
ワ
・
カ
・
ヨ
・
ツ
・
ソ
・
レ
・
タ
の
土

塁
に
か
こ
ま
れ
て
い
る
。
遺
跡
測
量
の
結
果
と
土
地
の
古
老
の
方
々
の
土

取
り
以
前
の
状
態
を
想
起
し
て
い
た
だ
い
た
結
果
か
ら
考
え
て
み
る
と
普

請
状
態
は

I
郭
は
土
塁
ヤ
。
ク
・
サ
・
ア
・
テ
・
フ
・
ケ
の
雑
形
囲
郭
で
、

II
郭
は
土
塁
ウ
・
ム
・
ラ
・
ナ
・
ヰ
と
ノ
で
区
切
る
長
方
形
で
あ
っ
た
。

（イ）

北
方
の
文
左
衛
門
（
米
本
城
の
家
老
の
家
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
|
|
‘
後

述
参
照
）
の
わ
ぎ
か
ら
城
域
を
縦
断
し
て
南
下
し
八
石
衛
門
の
と
こ
ろ
に

下
る
道
が
古
く
か
ら
あ
り
、
こ
れ
は
台
地
か
ら
城
橋
方
面
へ
ぬ
け
る
重
要

（
ケ
・
フ
）

な
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
。
南
端
の
土
塁
の
切
れ
目
か
ら
下
る
坂
道
は
「
リ
ュ

（コ）

ウ
ゲ
坂
」
と
よ
ば
れ
、

I
郭
は
「
龍
害
」
・
「
龍
谷
」
と
い
う
「
要
害
」
に

通
じ
る
呼
称
も
あ
っ
た
。

6
 



（

ナ

・

ラ

）

（

ヲ

）

II
郭
の
土
塁
の
切
れ
目
を
ぬ
け
る
と
深
い
三
ノ
堀
と

I
郭
を
か
こ
む
高

（ク）

い
土
塁
が
待
ち
構
え
て
い
る
。
こ
れ
が
最
後
の
第
五
の
ネ
ッ
ク
と
い
え
る
。

一
の
堀
は
、
最
大
幅
約
一
五
m
で
、
深
さ
は
一
m
内
外
に
な
っ
て
い
る

と
の
比
高
は
一

-
m
も
あ
る
。

が
箱
薬
研
で
あ
る
。

III
郭
と
北
側
の
外
郭
（
ト
・
チ
・
ニ
・
ホ
・
ヘ
・
リ
）

（オ）

と
は
現
在
は
土
橋
で
連
結
さ
れ
て
い
る
。

（メ）

二
の
堀
は
、
第
四
の
ネ
ッ
ク
地
点
の
土
橋
を
境
に
し
て
西
半
分
は
土
取

り
の
た
め
に
遺
構
を
斜
断
面
で
う
か
が
え
る
の
み
だ
が
、
深
さ
二

m
以
上

の
箱
薬
研
を
な
し
て
い
た
。
東
半
分
（
シ
か
ら
東
側
）
は
自
然
の
入
谷
を

整
形
し
て
深
い
箱
薬
研
を
な
し
て
い
る
。

II
郭
東
端
の
土
塁
標
高
二
七
m

二
の
堀
は
南
北
方
向
の
舌
状
台
地
を
切
断

す
る
重
要
な
役
目
を
果
し
て
い
る
。

（

キ

）

（

サ

）

三
の
堀
は
現
存
す
る
部
分
で
み
る
と
堀
底
か
ら
土
塁
の
上
部
ま
で
は

五
m
を
測
り
、
＞
字
形
を
し
た
深
い
薬
研
堀
で
あ
っ
た
。

の
ネ
ッ
ク
で
あ
る
。

二
0
m
で
あ
る
。

I
郭
は
城
の
中
心
部
本
丸
で
あ
る
。

通
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

北
方
の
文
左
衛
門
と
市
郎
右
衛
門
の
位
置
付
近
に
は
有
力
な
家
臣
を
配

罹
し
北
辺
警
備
の
最
初
の
ネ
ッ
ク
と
し
、
文
左
衛
門
か
ら
南
下
す
る
と
桝

（
ハ
・
ヌ
）

形
状
の
虎
口
を
も
つ
大
手
に
出
る
（
第
二
の
ネ
ッ
ク
）
。
大
手
を
ぬ
け
る

（ヱ）

と
一
ノ
堀
に
連
絡
し
、
東
側
の

W
の
腰
曲
輪
（
横
矢
の
攻
撃
力
を
も
つ
）

に
は
さ
ま
れ
る
。
ル
の
塚
状
の
凸
部
は
通
路
を
一
の
堀
底
へ
屈
折
さ
せ
る

（ツ）

遺
構
で
あ
る
（
第
三
の
ネ
ッ
ク
）
、
咳
神
様
の
地
点
を
ぬ
け
る
と
ニ
ノ
堀
の

（

ネ

）

（

シ

）

土
橋
に
達
す
る
。
土
橋
は
せ
ま
く
標
高
二
五
m
で
直
下
の
堀
底
の
標
高
は

土
橋
地
点
は
前
後
か
ら
狭
撃
さ
れ
追
い
落
さ
れ
る
第
四

I
郭
へ
至
る
に
は
数
々
の
関
門
を

A
の
ロ
ー
ム
層
を
削
平

全
体
に
土
塁
の
幅
は
三
ー
六

m
あ
り
、
高
さ
は
一

m
以
下
か
ら
最
高
は

（
ラ
・
ム
）

三
m
で
あ
る
。
二
の
堀
に
並
立
す
る

II
郭
の
土
塁
は
、
現
存
す
る

II
郭
の

（ナ）

土
塁
と
同
等
の
高
さ
で
切
れ
目
を
は
さ
ん
で
西
側
へ
の
び
て
い
た
と
い
う
。

（マ）

測
量
図
で
示
し
た
よ
う
に

I
郭
の
「
あ
ん
ば
様
」
が
も
と
あ
っ
た
位
置
は

城
内
で
最
も
高
い
土
塁
の
上
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
標
高
三

0
m
を
こ

え
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

（ミ）

ま
た
咳
神
様
の
位
置
は
、
三
の
堀
に
並
立
す
る

II
郭
の
土
塁
の
残
存
部

に
祀
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

III
郭
の
（
ヤ
・
ク
）
の
土
塁
は
早
く
か

ら
削
り
と
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
（
戦
後
も
土
塁
を
一
部
崩
し
た
こ

と
が
後
出
の
「
米
本
城
私
考
」
に
あ
る
。
）

現
状
で
は
櫓
台
が
見
当
ら
な
い
が
、

に
お
か
れ
た
で
あ
ろ
う
。

以
上
普
請
に
つ
い
て
北
辺
か
ら
の
み
を
考
え
て
と
ら
え
て
き
だ
が
南
部

の
守
り
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
自
然
の
断

崖
を
利
用
し
て
い
る
が
、
当
時
は
南
部
は
沼
地
で
あ
っ
て
、
実
は
そ
こ
に

(
G
)
 

水
堀
を
備
え
て
い
た
と
い
う
。
耕
地
整
理
に
よ
っ
て
水
田
化
さ
れ
、
根
古

屋
周
辺
の
道
路
は
つ
け
か
え
ら
れ
、
当
時
の
地
形
は
不
明
で
あ
る
。
が
水

そ
の
推
定

堀
は
幅
一

0
m
く
ら
い
あ
っ
て
水
を
た
た
え
て
い
た
と
い
う
。

地
点
を
第
三
図
遺
跡
周
辺
図
に
図
示
し
て
お
い
た
。

土
取
り
に
よ
り
露
出
し
た
断
面
部
分
の
う
ち
、
三
ノ
堀
断
面
に
つ
い
て

調
査
し
た
結
果
を
次
頁
（
第
四
図
）
に
示
し
た
。

し
て
土
塁
を
築
き
、
三
ノ
堀
は
再
普
請
さ
れ
た
痕
跡
が
あ
る
。

（テ）

1
郭
の
南
部
や
、

（ノ）

II
郭
東
端
な
ど
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1. 表土（暗褐色腐殖土）

2. ローム， クレイプロックまじり暗褐色土

3. 黒色土

4. !//1/: 彗l!i欝1:1::1ローム 4 Aはプロック状

5. A. 暗褐色土まじり白褐色砂プロック

（左部分層状となりプロックは大）

B. 白褐色砂プロック（小）まじり暗褐色土

（木炭まじる）

6. ローム粒まじり暗褐色土

7. ローム，緑青色クレイ

8. ロームまじり黒色土

9. クレイまじりロームプロック，褐色砂プロック

10. 白色砂

11. 麗麗晨木炭，暗褐色土まじり白色砂

A. 黄褐色ローム層（関東火山灰層）

B. 褐灰色粘土層（常総粘土層）

•……••上部クラック帯

C. 中粒砂層（成田層）｛上部赤褐色

下部白色

A
 

---
ー・---------. 

~·. ~J_'gm 

B
 

゜3
 

_2 

5 m 

14. fo;fi@)@赤褐色クレイブロック（小） 18. ロームまじり褐色クレイプロック（大）

15. 妥各妥象姿婆裂暗 褐 色 土 19. 区塗髪ロームプロック， クレイプロック

16. 蕊苓木炭，焼土まじり黒色土 （黄褐色）

16Aと16Bは焼土なし 20. ハードロームプロック（中）

17. ロームプロックまじり暗褐色土 21. ハードロームプロック（赤味あり）

x印は陶器片出土

［註〕

I.IIIの堀，土塁断面の実測位置は第 3図のカソティング部分（サ・キ・ユ）の

堀の外側の稜から土塁外側裾部までである。但し第 3図のこの部分は測量

上の誤差があるので本図のほうが正確である。

l. ロームは A, クレイは B,砂は Cにそれぞれ該当し，土は壌土をあらわす。

l.X印の陶器片は自然釉のかかった須恵質の黒色の陶器で，甕の胴部片（厚

さ 0.8cm) である。なおこの層はワラと木炭の中に焼土かつまっている。

第 4図 IIIの堀、土塁断面図



ti,:r 

曰
史

①
第
五
図

二
、
関
連
調
査

辺―

国

作

事

今
回
の
調
査
で
は
発
掘
調
査
を
し
な
か
っ
た
の
で
、
建
築
物
の
遺
構
は

全
く
確
認
さ
れ
て
は
い
な
い
。
礎
石
、
瓦
な
ど
も
発
見
さ
れ
な
い
。
現
在

の
咳
神
様
地
点
に
あ
る
板
碑
と
宝
筐
印
塔
の
塔
身
か
遺
物
で
あ
る
。
そ
の

他
の
遺
物
は
、
土
取
り
の
際
に
紛
失
し
た
も
の
も
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
当

時
の
建
築
物
と
し
て
は
、
門
、
屏
、
柵
、
橋
、
櫓
、
住
宅
、
厩
舎
、
倉
庫

な
ど
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（

ヒ

）

（

シ

）

生
活
に
必
要
な
水
源
は
、
大
手
近
く
や
二
の
堀
土
橋
下
や
り
ゅ
う
げ
坂

（エ）

下
の
タ
ナ
ヤ
の
R
か
ら
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

料
（
図
版

Y
|
2
0
.
3
1
)

康
永
三
年
(
-
三
四
四
）
の
板
碑
（
咳
神
様
・
し
ろ
ぬ
し
様

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
「
真
言
板
碑
」
で
あ
る
。
）

,'e  

" 
/ 

! ¥ 

於律酢 潜却浄
碧於口 目来圏
口圏口 観先

圏口 崇世通
闘麗 岳圏園
没口 大圏 □
槃生 晏如照

岸死 祠夢口
孝 臼流 定中虚
子 口町 門事空
等 楡口

白 敬 偵

②
長
福
寺
五
輪
塔
地
輪
の
銘
文

（
千
葉
県
企
画
部
県
民
課
）

県
史
係
採
拓
に
よ
る

（白亜紀軟砂岩製）

，
 t

、



③
長
福
寺
所
蔵
の
板
碑
一
覧

「
千
葉
県
の
歴
史
」
第
三
号
（
千
葉
県
企
画
部
県
民
課
一

｀
ロ
ロ
[
[
い
〗
三

□＼
i
T）
の
千
葉
県

（長福寺板碑には、紀年銘に月日を刻してないものが多い）

16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 

ヘペ 武—•； 
品

1五 蔵
ジ輪同同同同同同同同同同同同同同同同式 目
参塔 板

名照 碑・-・ 

慶年建亨永永永永文文明明明明延文文文n月n禄正正正国亀亀應應應應圏明明正 紀
不 □ 田九八七四三六六五四nn十二
明 □ 年年年囲年年年年年年 六年 年
五月 年
基 n 月

/—~ 

＾ - . . , 西
ー五 五五五五五同四四四 四四
五二 八六三八 - - - 0 O 九九九

二 1 ニー〇七六 七六五 四七 暦
、-~

ヽ

珪t
存
寸
法

四 二三五四五五五三三三五五ニー四三 t―̀ 
五 八ー一八ー 0 五七八五四四六七八〇 高

さ
---

と
も
に
黒
鞘
で
鍔
は
つ
か
な
い
。

出
羽
大
橡
藤
原
國
重
の
受
領
銘
あ
り
、
身
の
長
さ
は
五
三
・
八
c
m
、

元
巾
ニ
・
八
c
m
、
先
巾
一
・
九
c
m
で
あ
る
。
棟
巾
は
0
•
四

C
m、
茎
の
長

さ
一
三
・
ニ
Cm

、
巾
ニ
・
五
c
m
で
あ
る
。
造
込
は
鏑
造
で
鏑
低
し
‘
鋒
は

小
鋒
で
フ
ク
ラ
つ
く
。
棟
は
低
い
庵
棟
。
反
り
は
京
反
り
で
、
一
・
-
c
m
と

浅
い
。
刀
身
は
錆
び
つ
く
が
刃
文
は
匂
ひ
の
湾
れ
が
み
ら
れ
る
、
鈍
子
は

不
明
。
茎
は
新
刀
茎
で
横
鑢
が
つ
く
。

ー
ロ
僧
州
長
船
祐
定
の
刀
銘
あ
り
。
身
の
長
さ
五
二
•
-
c
m
、
元
巾

ニ
・
九

em
、
先
巾
ニ
Cm

で
あ
る
。
棟
巾
は

0
．
六
c
m
、
茎
の
長
さ
一
三
・
-
c
m
、

巾
ニ
・
六
c
m
で
あ
る
。
造
込
は
鏑
造
で
鏑
低
し
、
鋒
は
小
鋒
気
味
の
中
鋒

で
フ
ク
ラ
つ
く
。
棟
は
低
い
庵
棟
、
反
り
は
一
・
三

em
と
浅
い
。
刀
身
は

全
体
に
錆
び
つ
く
が
刃
文
は
匂
ひ
の
腰
の
開
い
た
丁
子
乱
れ
と
み
ら
れ
る
。

鈍
子
は
大
丸
か
？
。
茎
は
新
刀
茎
で
横
鑢
だ
が
磨
出
は
鏑
切
り
平
筋
違
で

あ
る
。と

も
に
脇
指
で
打
刀
の
類
で
あ
ろ
う
。
脩
州
は
備
前
で
あ
り
新
し
い
特

色
を
も
つ
が
末
備
前
の
数
打
物
と
考
え
ら
れ
る
。
出
羽
は
新
刀
の
可
能
性

が
あ
る
。

鑓
一
譴
、
柄
は
と
れ
穂
の
部
分
が
残
る
。
全
体
に
錆
び
つ
き
保
存
悪

し
、
鈍
い
太
め
の
袋
穂
の
素
鑓
で
あ
る
。
穂
の
長
さ
は
一
八
・
五

em
、
元

巾
四

e
m、
元
厚
一
・
三
e
mで
茎
の
長
含
は
二
五
•
-
c
m
で
あ
る
。

新
し
い
時
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

〔
食
器
類
〕

ー
ロ

⇔
文
左
衛
門
（
加
茂
家
）
所
蔵
品
（
図
版

Y
|
2
3
s
3
0
)

〔
武
器
類
〕

0

刀、

ニロ、

か
な
り

10 -



〇
磁
器

染
付
唐
子
唐
草
文
龍
鹿
角
鉢
一
鉢
、
径
二

0・

七

c
m
x
高
さ
―

o
e
m
、

器
厚
0
•
四
ー

0
•

五
e
mの
朝
顔
状
の
深
鉢
で
あ
る
。
緑
は
巾
広
く
反
り
、

四
方
の
隅
を
切
り
落
と
し
た
八
花
形
で
あ
る
。
底
部
に
高
台
が
つ
く
。

白
地
の
上
に
鮮
や
か
な
藍
で
文
様
を
描
く
。
高
台
裏
に
丘
這
瞑
の
字
文
様

が
あ
る
。
内
面
は
底
中
央
に
呉
須
で
角
の
な
い
龍
頭
鹿
体
を
描
き
、
そ
の

ま
わ
り
か
ら
口
縁
ま
で
は
呉
須
地
を
掻
い
て
山
、
雲
？
、
草
、
松
が
描
か

れ
そ
こ
か
ら
宝
珠
棒
が
伸
び
る
。
口
縁
は
写
実
的
な
唐
草
文
と
唐
子
が
か

ら
む
。
唐
子
は
口
縁
四
隅
に
二
人
と
三
人
ず
つ
計
十
人
い
る
。
表
面
口
縁

は
呉
須
地
を
掻
い
て
草
文
が
あ
り
、
胴
部
は
四
人
の
唐
子
が
遊
び
花
生
つ

き
の
水
仙
が
呉
須
で
描
か
れ
る
。

染
付
小
皿
五
枚
、
径
一
三
・
六

Cm
で
高
さ
ニ
・
五

cm
の
高
台
が
つ
く

厚
手
の
小
皿
で
あ
る
。
う
ち
三
枚
欠
損
、
白
地
に
淡
い
呉
須
の
染
付
で
た

っ
ぷ
り
と
釉
薬
が
か
か
る
。
二
枚
は
表
裏
に
天
下
大
平
、
三
枚
は
表
に
長

命
富
貴
の
銘
款
、
裏
は
大
明
年
造
の
年
款
が
あ
る
、
い
づ
れ
も
行
書
で
あ

る
。
五
枚
と
も
口
縁
に
幾
可
学
文
様
を
施
す
。
長
命
は
ろ
く
ろ
を
使
用
し

た
削
り
高
台
で
底
が
丸
く
た
る
む
。
太
平
の
高
台
は
つ
け
た
も
の
で
底
は

平
ら
で
あ
る
。

角
鉢
と
小
皿
は
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
と
も
に
有
田
の
系
統
を
引
く
磁

器
で
あ
る
。
角
鉢
は
国
産
品
と
し
て
は
か
な
り
の
優
品
で
中
国
風
の
会
食

に
使
う
盛
り
鉢
に
、
一
方
小
皿
は
取
り
皿
と
し
て
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〇
漆
器

三
つ
重
ね
三
重
に
な
っ
た
椀
で
、
赤
塗
の
地
に
松
竹
梅
、
亀
を
金
、

黄
緑
、
黒
で
描
く
、
径
九
・
五

e
m
i
二
三

Cm
で
あ
る
。

二
段
に
な
る
方
形
の
重
箱
で
あ
る
。
縦
二
四
・
五

Cmx
横
二
三

cm

x
高
さ
一
八

Cm
、
表
は
黒
漆
に
赤
と
金
色
で
松
鶴
を
描
き
、
内
面
は
赤
塗

で
裏
蓋
に
「
文
」
の
文
字
が
あ
る
。
全
体
と
し
て
色
が
ぼ
け
て
い
る
。

〔
茶
器
類
〕

茶

釜

口

径

一

六

C
m
x
胴
径
二
六
・
五

c
m
x
高
さ
一
八

Cm
。
ニ

Cm
の

鍔
が
め
ぐ
り
環
状
の
把
手
が
つ
く
、
文
様
や
銘
は
な
く
内
側
の
底
に
金
粉

が
僅
か
に
残
る
。
蓋
は
遺
失
し
全
体
が
錆
び
る
。

以
上
の
う
ち
漆
器
を
の
ぞ
い
て
加
茂
家
に
伝
わ
る
村
上
氏
の
遺
品
で
あ

る
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
時
代
的
に
古
く
考
え
ら
れ
る
の
は
刀
、
特
に
備

前
で
あ
る
。
染
付
磁
器
は
年
代
の
巾
が
広
い
が
舶
来
品
で
な
い
限
り
逆
の

ぼ
っ
て
も
近
世
初
頭
で
あ
る
。
譴
も
近
世
の
物
で
あ
ろ
う
が
茶
釜
に
つ
い

て
は
不
明
で
あ
る
。

=
-
、
参
考
「
米
本
城
私
考
」

米
本
城
は
、
戦
国
時
代
千
葉
氏
の
有
力
な
家
臣
の
一
人
で
あ
っ
た
村
上

氏
の
居
城
で
、
そ
の
城
址
が
米
本
に
あ
る
。
｀

旧
佐
倉
風
土
記
に
よ
れ
ば
米
本
城
は
「
村
上
氏
世
之
拠
永
禄
元
年
三
月

十
三
日
城
主
民
部
大
輔
綱
清
自
殺
城
廃
焉
」
と
い
う
。
村
上
綱
清
の
墓
石

と
い
わ
れ
る
も
の
が
米
本
長
福
寺
に
現
存
し
て
い
る
。

一
説
に
は
‘
永
禄
七
年
(
-
五
六
四
）
鴻
ノ
台
の
合
戦
で
里
見
氏
の
敗

退
と
と
も
に
北
条
氏
の
属
城
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

元
文
元
年
(
-
七
三
六
）
の
吉
橋
貞
福
寺
の
古
文
書
（
写
）
に
よ
れ
ば

「
天
正
元
年
発
酉
年
至
同
五
年
之
夏
、
（
関
宿
城
主
中
務
大
夫
典
佐
竹
義
重

発
謀
叛
而
北
条
氏
政
又
房
州
里
見
義
頼
発
向
干
下
総
令
没
落
布
川
、
小
金
、

重
箱

（
須
田
保
）
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さ
れ
て
い
る
。

生
実
、
千
葉
、
舟
橋
、
国
府
台
、
米
本
、
大
和
田
狗
也
）
闇
東
大
乱
一
日

不
安
」
と
あ
る
。

米
本
城
は
こ
の
時
の
戦
乱
に
巻
き
こ
ま
れ
て
ホ
後
廃
城
と
な
っ
た
も
の

で
あ
ろ
う
か
。

城
址
は
、
米
本
字
内
宿
南
に
あ
り
、
海
抜
約
二
五

m
の
舌
状
台
地
を
占

拠
し
、
南
及
び
西
は
天
然
の
険
崖
に
囲
ま
れ
、
東
は
緩
勾
配
の
畑
地
、
北

は
米
本
の
台
地
に
接
続
し
て
い
る
。
城
址
の
西
約
一

0
0
m
に
新
川
が
南

か
ら
北
に
流
れ
城
址
の
西
側
に
は
麦
丸
に
通
ず
る
道
路
が
あ
り
城
橋
に
よ

っ
て
対
岸
と
連
絡
し
て
い
る
。
新
川
沿
岸
一
帯
に
は
水
田
が
拓
け
、
西
南

約
―

km
を
距
て
て
、
太
田
道
灌
が
砦
を
構
え
た
と
い
う
萱
田
権
現
山
を
望

む
こ
と
が
で
き
る
。

城
の
形
状
は
、
直
線
連
郭
で
、
か
っ
て
は
本
丸
、
二
の
丸
、
三
の
丸
か

ら
な
っ
て
い
た
も
の
と
見
え
、
三
条
の
空
堀
が
あ
り
、
郭
を
囲
ん
で
、
そ

れ
ぞ
れ
土
塁
が
築
か
れ
て
い
る
。
本
丸
を
囲
む
空
堀
は
薬
研
堀
、
二
の
丸
、

三
の
丸
の
空
堀
は
箱
薬
研
を
な
し
て
い
る
。
本
丸
、
二
の
丸
は
昭
和
四
十

一
年
頃
か
ら
土
取
り
工
事
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
、
僅
か
に
空
堀
と
土
塁
の

一
部
が
残
さ
れ
て
お
り
、
土
取
り
を
し
た
跡
地
は
畑
や
牧
場
と
し
て
使
用

三
の
丸
に
は
、
空
堀
、
土
塁
の
跡
が
残
っ
て
お
り
現
状
は
林
野
を
な
し

草
木
が
密
生
し
て
い
る
。

城
址
に
は
北
か
ら
南
西
に
通
ず
る
小
径
が
あ
る
。
こ
の
小
径
の
入
口
は

当
時
虎
口
で
あ
っ
た
も
の
か
。
こ
の
小
径
の
終
点
近
く
に
タ
ナ
ヤ
（
小
さ

な
泉
）
が
あ
る
。
城
址
に
は
井
戸
ら
し
い
も
の
の
無
い
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、

往
昔
こ
の
「
タ
ナ
ヤ
」
は
城
の
将
兵
達
の
用
水
池
で
あ
っ
た
も
の
だ
る
つ
か
。

城
址
の
面
積
は
約
一
七
八
ア
ー
ル
、
総
べ
て
私
有
地
で
あ
る
。
三
の
丸

南
寄
り
の
台
地
に
は
、
土
取
り
工
事
の
際
小
径
の
西
側
二
の
丸
か
ら
移
し

た
と
い
う
板
碑
が
あ
る
。
こ
の
板
碑
は
高
さ
三
四

cm
あ
り
、
碑
面
に
は
梵

字
、
壺
に
入
れ
た
蓮
華
が
、
刻
ま
れ
康
永
三
年
(
-
三
四
四
）
二
月
の
記

銘
が
あ
る
。
こ
の
板
碑
は
咳
神
様
と
い
わ
れ
「
し
ろ
ぬ
し
様
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
る
。
こ
の
板
碑
の
西
隣
り
に
、
本
丸
台
上
か
ら
移
さ
れ
た
と
い
う

金
毘
羅
大
権
現
、
石
尊
大
権
現
、
そ
れ
に
大
杉
大
明
神
の
三
基
の
石
神
様

が
あ
る
。
い
ず
れ
も
弘
化
三
年
(
-
八
四
六
）
二
月
の
記
銘
が
あ
り
、

の
他
に
大
正
九
年
四
月
奉
納
の
手
洗
石
が
あ
る
。

巷
説
に
よ
れ
ば
、
米
本
城
は
太
田
道
灌
の
攻
撃
を
受
け
城
主
村
上
綱
清

は
戦
に
敗
れ
部
下
の
将
兵
七
百
有
余
名
と
と
も
に
村
上
氏
の
氏
神
と
し
て

尊
敬
し
て
い
た
村
上
村
の
七
百
余
所
大
明
神
（
第
二
図
M
)
の
境
内
に
逃

れ
、
こ
こ
に
お
い
て
全
貝
こ
と
ご
と
く
自
刃
し
た
と
い
う
。

城
址
の
附
近
に
は
「
お
ん
ま
わ
し
」
(
J
)
「
や
な
か
」

(K)
「
ね
ぎ
ち
」

(H)

等
の
地
名
が
今
も
な
お
伝
わ
っ
て
い
る
。

「
お
ん
ま
わ
し
」
と
は
、
交
戦
の
際
敵
味
方
が
互
い
に
追
い
つ
追
わ
れ
つ

の
激
戦
を
く
り
返
し
た
と
こ
ろ
だ
と
い
う
。

「
や
な
か
」
と
は
敵
の
攻
撃
に
応
戦
し
て
盛
ん
に
矢
を
交
じ
え
て
矢
の
落

ち
た
と
こ
ろ
、
「
ね
ぎ
ち
」
と
は
米
本
城
落
城
の
糊
綱
清
等
将
兵
の
逃
げ
た

道
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
道
の
あ
る
小
字
に
「
根
宣
内
」
と
い
う

の
が
あ
る
。

太
田
道
灌
は
室
町
時
代
中
期
(
-
四
三
ニ
ー
一
四
八
六
）
の
武
将
で
、

名
は
持
資
と
い
い
、
後
資
長
と
改
め
、
落
髪
し
て
道
灌
と
号
し
た
。
扇
谷 こ
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杉
の
執
事
で
、
文
i

l

(

J

1

ノ

館
で
、
扉
谷
上
杉
定
正
に
謀
殺
さ
れ
た
。

千
葉
郡
誌
中
飯
綱
神
社
の
項
に
「
神
社
境
内
に
接
す
る
所
に
十
一
面
世

観
音
を
祀
る
。
是
は
往
古
太
田
道
灌
持
資
の
守
本
尊
に
し
て
道
灌
上
杉
の

命
を
奉
じ
上
総
の
長
南
下
総
の
臼
井
米
本
小
金
等
の
諸
城
を
攻
む
る
。
時

此
処
に
砦
を
構
へ
然
し
て
窃
か
に
刻
像
を
陣
中
に
奉
じ
戦
勝
を
祈
り
、
若

し
戦
勝
た
れ
ば
此
地
に
安
置
せ
ん
と
誓
っ
て
公
孫
樹
の
下
に
埋
め
た
り
と

い
ふ
」
と
。

飯
綱
神
社
緑
起
記
(
+
一
面
観
世
音
由
来
）
中
に
、
「
太
田
道
灌
は
戦

陣
に
尊
像
を
奉
持
し
、
安
房
の
里
見
氏
を
鴻
ノ
台
戦
に
下
し
、
上
総
及
び

下
総
米
本
城
を
攻
略
し
（
中
略
）
米
本
城
攻
略
に
当
り
、
尊
像
に
誓
文
し
、

戦
勝
あ
ら
ば
、
尊
像
を
陣
址
に
安
置
す
べ
し
と
祈
っ
た
。
誓
文
成
就
し
て

尊
像
を
安
置
し
（
中
略
）
地
下
五
尺
の
石
棺
中
に
在
り
、
村
民
拝
し
て
見

れ
ば
、
文
明
九
年
丁
酉
九
月
二
十
四
日
太
田
道
灌
寄
附
の
記
銘
あ
り
（
後

略
）
」
と
あ
る
。

こ
れ
ら
の
諸
記
録
か
ら
見
れ
ば
、
道
灌
が
米
本
城
を
攻
略
し
た
こ
と
は

事
実
と
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
時
期
は
道
灌
が
萱
田
権
現
山

(
L
)
に

砦
を
構
え
た
文
明
九
年
(
-
四
七
七
）
か
ら
、
臼
井
城
を
攻
撃
し
た
文
明

十
一
年
(
-
四
七
九
）
正
月
以
前
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
村
上
綱
清
は
天
文
・
弘
治
(
-
五
三
ニ
ー
一
五
五
七
）
間
の

米
本
城
主
で
あ
り
、
永
禄
元
年
(
-
五
五
八
）
三
月
十
三
日
自
刃
し
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
即
ち
綱
清
は
道
灌
の
死
後
七
十
二
年
を
経
て
か
ら
自
害

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

要
す
る
に
、
道
灌
と
綱
清
は
戦
国
時
代
の
武
将
で
は
あ
っ
た
が
年
代
を

¥
l
 

ー

（
 

異
に
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
両
者
の
交
戦
は
有
り
得
な
い
と
見
る
の
が

妥
当
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

従
っ
て
前
述
の
道
灌
・
綱
清
両
者
の
交
戦
は
、
後
世
に
お
け
る
訛
伝
と

解
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

吉
橋
貞
福
寺
の
古
文
書
（
写
）
に
「
村
上
利
清
子
民
部
大
輔
綱
清
永
禄

元
年
三
月
為
信
玄
自
害
石
碑
米
本
存
」
と
い
う
の
が
あ
る
。

武
田
信
玄
(
-
五
ニ
―
|
―
五
七
三
）
は
、
戦
国
時
代
の
武
将
で
幼
名

を
勝
千
代
、
元
服
し
て
晴
信
、
出
家
し
て
徳
栄
軒
信
玄
と
称
し
た
。
元

亀
二
年
(
-
五
七
一
）
京
都
に
向
っ
て
西
上
を
開
始
し
、
翌
年
十
二
月
三

河
の
三
方
原
に
織
田
、
徳
川
の
連
合
軍
を
破
っ
て
、
さ
ら
に
西
進
し
よ
う

と
し
た
が
に
わ
か
に
病
を
得
て
陣
中
に
没
し
た
。

村
上
綱
清
が
自
害
し
た
と
い
う
永
禄
元
年
(
-
五
五
八
）
に
武
田
信
玄

は
三
十
七
オ
、
信
玄
が
関
東
を
鎮
在
し
て
北
条
氏
と
手
を
組
み
、
上
杉
謙

信
の
侵
略
に
備
え
て
上
京
を
企
て
た
の
で
あ
る
が
、
信
玄
が
上
京
を
企
て

た
以
前
即
ち
関
東
一
帯
を
攻
略
し
た
際
に
米
本
城
も
落
城
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
か
。

一
説
に
は
、
武
田
信
玄
は
房
総
の
地
に
攻
め
入
っ
た
記
録
が
な
い
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
上
杉
謙
信
が
綱
清
の
自
殺
後
八
年
を
経
た
永
禄
九
年

（
一
五
六
六
）
に
臼
井
城
を
攻
撃
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
武
田
信
玄
の

米
本
城
攻
略
説
を
一
概
に
否
定
で
き
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。

と
に
か
く
信
玄
と
綱
清
は
年
代
を
同
じ
く
し
た
戦
国
時
代
の
武
将
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

城
址
に
安
置
さ
れ
て
い
る
一
基
の
板
碑
は
、
南
北
朝
時
代
の
も
の
で
、

北
朝
の
年
号
を
用
い
、
康
永
三
年
(
-
三
四
四
）
二
月
の
記
銘
が
あ
る
。
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こ
の
板
碑
は
今
の
と
こ
ろ
八
千
代
市
で
は
二
番
目
に
古
い
と
思
わ
れ
る
も

の
で
あ
る
。

こ
の
板
碑
が
康
永
三
年
（
一
三
四
四
）
に
建
立
さ
れ
た
も
の
と
す
る
と
、

城
址
の
台
地
に
は
、
そ
の
頃
既
に
人
が
住
み
つ
い
て
お
り
、
そ
こ
に
砦
か

館
（
や
か
た
）
よ
う
の
も
の
が
構
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

主
が
村
上
氏
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

日
本
地
理
志
料
巻
十
九
中
下
総
村
神
の
項
に
「
有
米
本
、
村
上
氏
世
居

此
、
永
禄
元
年
、
其
裔
綱
清
自
殺
、
城
廃
。
未
詳
其
出
自
。
疑
古
郷
司
裔

也
」
と
。

と
に
か
く
村
上
氏
は
、
か
な
り
古
く
か
ら
城
址
の
台
上
に
居
を
構
え
て

お
り
、
板
碑
は
、
あ
る
い
は
村
上
氏
か
そ
れ
と
も
村
上
氏
と
は
特
に
深
い

縁
の
あ
る
人
の
墓
石
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
地
元
の
人
達
は
、
こ
の
板
碑

の
こ
と
を
「
し
ろ
ぬ
し
様
」
と
呼
び
、
ま
た
咳
神
様
と
し
て
あ
が
め
て
い
る
。

「
し
ろ
ぬ
し
」
と
は
、
城
主
の
意
か
、
そ
れ
と
も
城
の
守
り
神
と
い
う
こ

と
か
、
あ
る
い
は
城
址
に
古
く
か
ら
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
城
の
「
ぬ
し
」
と

呼
ん
だ
も
の
か
、
そ
の
点
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
板
碑
は
、
一
説
に
は
、
米
本
城
の
落
城
の
際
、
一
人
の
老
兵
が
逃

げ
お
く
れ
、
椎
の
し
げ
み
（
大
室
）
に
身
を
ひ
そ
め
た
が
、
咳
を
し
た
た

め
敵
兵
に
発
見
さ
れ
殺
さ
れ
た
老
兵
の
墓
石
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
咳

の
た
め
に
落
命
し
た
老
兵
が
地
元
の
人
達
か
ら
、
今
も
な
お
咳
神
様
と
し

て
信
仰
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
老
兵
が
殺
さ
れ
た
と
い
う
米
本
城
の
落
城

ょ、

い
つ
の
時
代
の
出
来
事
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
村
上
綱
清
時
代
の
米
本
城
は
、
太
田
道
灌
に
よ

そ
し
て
そ
れ
が
後
半
の
米
本
城
で
あ
り
、

そ
の
附
近
一
帯
を
支
配
し
た
城

っ
て
攻
略
さ
れ
た
城
跡
に
、
後
年
再
築
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

昭
和
二
十
年
の
終
戦
後
、
城
址
の
土
地
所
有
者
が
本
丸
の
空
堀
を
埋
め

よ
う
と
し
て
土
塁
を
崩
し
た
際
、
土
塁
の
下
か
ら
炭
化
し
た
焼
米
が
多
量

に
発
掘
さ
れ
た
と
い
う
。
焼
米
が
土
塁
下
に
埋
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、

土
塁
を
築
く
以
前
、
既
に
焼
米
が
そ
こ
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
焼

米
は
、
あ
る
い
は
道
灌
に
攻
略
さ
れ
た
際
に
兵
糧
庫
の
火
災
に
よ
っ
て
生

じ
た
も
の
で
、
後
年
城
の
再
築
の
と
き
本
丸
の
土
塁
下
に
埋
れ
た
た
め
、

今
日
ま
で
保
存
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

村
上
綱
清
の
墓
石
の
あ
る
米
本
の
長
福
寺
は
、
村
上
氏
累
代
の
菩
提
寺

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
長
福
寺
の
隣
地
（
も
と
は
長
福
寺
の
も
の
か
）

か
ら
最
近
十
数
枚
の
板
碑
が
発
掘
さ
れ
た
が
、
こ
れ
が
村
上
氏
と
何
等
か

の
関
連
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
板
碑
の
う
ち
年
号
の
明
ら
か
な
も
の
に
は
、
明
応
元
年
(
-
四
九
二
）

二
枚
、
文
亀
四
年
(
-
五

0
四
）
一
枚
あ
り
、
年
号
の
一
部
不
明
の
も
の

に
明
応
年
代
二
枚
、
文
亀
年
代
二
枚
、
永
正
年
代
の
も
の
二
枚
、
永
正
年

代
と
思
わ
れ
る
も
の
一
枚
が
あ
る
。

明
応
、
文
亀
、
永
正
の
各
年
代
は
、
太
田
道
濯
が
米
本
城
を
攻
略
し
た

と
思
わ
れ
る
文
明
年
代
中
頃
よ
り
十
五
年
後
な
い
し
四
十
三
年
後
の
間
に

建
碑
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
る
と
、
あ
る
い
は
村
上
氏
一
族
の
供
養

塔
と
も
思
わ
れ
な
い
で
は
な
い
が
、
若
し
そ
れ
が
村
上
氏
一
族
の
供
養
塔

で
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
は
太
田
道
灌
に
よ
っ
て
落
城
し
た
米
本
城
の
戦

死
者
将
兵
の
供
養
の
た
め
と
思
わ
れ
、
建
碑
後
に
自
害
し
て
い
る
綱
清
と

は
年
代
的
に
相
違
が
あ
る
。
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考

察
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そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
村
上
綱
清
時
代
の
米
本
城
は
、
太
圧
道
汁
に
j

道
灌
対
綱
清
の
交
戦
説
に
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
考
え
方
が
長
福
寺
の
板

碑
に
よ
っ
て
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
は
疑
問
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

長
福
寺
の
石
碑
に
は
誰
の
た
め
に
誰
が
こ
れ
を
建
て
た
か
と
い
う
こ
と

が
碑
に
し
る
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
こ
の
板
碑
の
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て

綱
清
自
害
が
文
明
年
代
で
あ
る
と
断
じ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
板
碑
は
、
長
福
寺
以
外
に
も
米
本
逆
水
に
二
十
数
枚
の
も
の
が
一
か

所
に
あ
り
、
そ
の
最
も
古
い
も
の
で
は
延
慶
二
年
(
-
三

0
九
）
次
い
で

貞
和
二
年
(
-
三
四
六
）
、
こ
の
他
に
明
応
年
代
の
も
の
も
あ
り
、
ま
た
神

野
に
は
、
康
永
三
年
(
-
三
四
四
）
、
貞
和
二
年
（
一
三
四
六
）
と
同
三
年

（
一
三
四
七
）
二
枚
、
そ
の
他
年
号
不
詳
の
も
の
が
数
枚
が
一
か
所
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
古
い
板
碑
は
、
長
福
寺
以
外
に
も
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
み
る

と
、
長
福
寺
の
板
碑
が
直
ち
に
村
上
氏
一
族
と
結
び
つ
く
か
ど
う
か
。

要
す
る
に
長
福
寺
の
板
碑
を
米
本
城
の
口
碑
の
裏
付
の
よ
う
に
見
る
考

え
方
に
は
矛
盾
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
（
昭
和
四
十
七
年
一
月
脱
稿
）

曰
米
本
城
に
つ
い
て

米
本
山
長
福
寺
の
住
職
吉
村
武
雄
師
は
、
阿
蘇
中
学
校
在
職
時
代
に

「
嵯
呼
／
米
本
城
」
を
昭
和
三
十
四
年
の
研
究
発
表
会
で
珠
玉
の
発
表
を

さ
れ
た
。
戦
国
時
代
の
概
説
か
ら
、
周
辺
の
地
形
、
城
主
に
つ
い
て
、
遺

物
、
遺
構
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
伝
説
等
を
印
脂
郡
誌
、
房
総
叢
書
、
長
福

寺
縁
起
を
駆
使
さ
れ
、
自
ら
の
究
明
に
よ
り
明
解
な
考
察
を
な
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
書
の
中
で
矢
中
伝
説
に
つ
い
て
「
当
時
萱
田
の
住
民
は
多
く
太

,'L

、

/9,1 

田
道
灌
方
に
与
し
、
米
本
城
主
を
敵
視
し
た
為
、
近
年
に
至
る
ま
で
新
川

を
境
と
し
た
部
落
民
、
互
に
歪
み
合
い
、
時
に
竹
槍
を
も
持
し
て
相
争
う

た
の
で
あ
る
。
洵
に
驚
く
べ
き
奇
現
象
と
い
う
べ
し
。
疏
水
を
隔
て
た
両

部
落
の
争
い
と
は
、
村
上
・
米
本
組
対
、
萱
田
・
麦
丸
組
を
い
う
」
と
あ

る
。
城
橋
に
は
「
城
向
」
と
い
う
屋
号
の
家
が
あ
り
往
時
を
し
の
ば
せ
る
。

ま
た
道
灌
と
村
上
氏
の
年
代
に
約
八
十
年
の
ず
れ
が
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
「
然
し
米
本
城
主
を
印
痛
郡
誌
や
房
総
叢
書
に
挙
げ
て
あ
る
如
く
、
単

に
二
代
の
み
と
限
定
し
て
考
え
な
け
れ
ば
、
決
し
て
矛
盾
を
生
ず
る
わ
け

で
は
な
く
、
史
実
に
有
名
な
道
灌
が
、
遥
か
に
こ
の
地
ま
で
遠
征
し
来
つ

た
業
績
は
考
証
が
不
十
分
な
ま
ま
に
、
却
っ
て
伝
説
と
し
て
の
面
白
味
を

今
に
残
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

口
城
主
と
そ
の
年
代

城
主
の
年
代
を
考
え
る
根
拠
は
旧
佐
倉
風
土
記
の
永
禄
元
年
綱
清
自
殺

の
項
で
あ
っ
て
、
村
上
氏
は
お
そ
ら
く
米
本
神
杜
に
妙
見
宮
が
あ
る
こ
と

や
時
代
背
景
か
ら
し
て
千
葉
氏
の
系
統
で
あ
ろ
う
と
い
う
発
想
が
先
に
立

つ
。
が
、
す
ぐ
隣
の
臼
井
城
は
数
個
の
支
城
群
を
も
ち
、
ま
た
原
氏
の
動

き
も
あ
わ
た
だ
し
い
が
、
米
本
の
村
上
氏
に
関
す
る
こ
と
は
臼
井
城
関
係

か
ら
は
何
―
つ
浮
ん
で
こ
な
い
。
こ
れ
を
究
明
す
る
に
は
地
域
的
に
グ

ロ
ー
バ
ル
に
と
ら
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

（
註
ー
）

姓
氏
家
系
大
辞
典
に
次
の
如
く
あ
る
。
（
原
文
の
ま
ま
）

下
総
の
村
上
氏
、
印
廂
郡
村
神
郷
よ
り
起
る
。
千
葉
家
臣
に
村
上
市
正
、

村
上
金
大
夫
（
重
臣
）
、
村
上
源
三
郎
、
村
上
右
衛
門
佐
等
見
之
、
又
相
州

兵
乱
記
に
「
小
弓
勢
の
先
陣
村
上
」
又
鴻
壺
戦
記
に
載
せ
た
り
。

につ
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九
年
二
五
六
六
）
乃
上
珍
兼
＝

i-
ロ

義
明
に
仕
え
、

配
下
で
あ
る
。

又
村
上
邑
附
近
に
米
本
城
跡
あ
り
て
、
佐
倉
風
土
記
に
「
村
上
氏
・

世
々
之
に
拠
る
。
永
禄
元
年
三
月
、
城
主
民
部
大
輔
綱
清
・
自
殺
し
て
城

廃
す
焉
」
と
。
其
出
自
詳
か
な
ら
ざ
れ
ど
、
古
郷
司
の
裔
か
と
云
ふ
。

又
信
州
村
上
持
清
の
男
信
濃
守
成
清
は
足
利
義
明
に
属
し
、
北
条
氏
と

戦
ひ
て
自
殺
し
、
そ
の
男
信
清
・
里
見
氏
に
仕
へ
、
後
徳
川
氏
に
仕
ふ
。

家
紋
上
文
字
、
十
六
葉
の
菊
。
寛
政
呈
譜
に
「
武
蔵
守
頼
清
の
後
胤
判
官

代
為
清
（
為
國
）
が
十
代
孫
中
務
大
輔
種
清
（
修
理
、
道
但
、
覚
玄
斉
）

左
亨
亮
持
清
（
民
部
、
足
利
成
氏
に
属
す
）
信
濃
守
成
清
（
久
留

里
城
、
一
岳
、
英
源
）
左
衛
門
信
清
（
家
康
に
属
す
）
左
衛
門
清

政

同

清

義

」

と

。

千
葉
大
系
図
に
は
常
将
と
並
ん
で
恒
親
、
村
上
次
郎
恒
仲
頼

任
・
村
上
貫
首
と
あ
る
。

（註

3
)

ま
た
房
総
叢
書
に
は
、
村
上
七
郎
清
平
が
里
見
配
下
に
見
え
村
上
主
膳

と
い
う
の
が
川
越
合
戦
中
に
出
て
く
る
。
市
原
市
村
上
字
堀
ノ
内
は
「
村

（註

4
)

上
城
」
が
あ
り
、
大
永
元
年
(
-
五
ニ
―
)
ご
ろ
村
上
大
蔵
大
輔
義
芳
が

在
城
し
、
永
昌
寺
に
位
牌
あ
り
と
い
う
。

以
上
の
よ
う
に
出
て
く
る
村
上
氏
は
千
葉
氏
系
統
で
あ
る
こ
と
。
足
利

里
見
に
も
仕
え
た
も
の
が
あ
り
、
市
原
の
村
上
氏
は
里
見

米
本
城
の
村
上
氏
は
彼
ら
と
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
で

前
出
の
信
州
村
上
持
清
は
北
条
氏
と
戦
っ
て
自
殺
し
た
と
い
う
く
だ
り

は
天
文
七
年
(
-
五
三
八
）
の
第
一
次
国
府
台
合
戦
の
こ
と
で
あ
り
、
義

明
死
に
よ
り
里
見
氏
に
仕
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
村
上
氏
が
用
い
て

い
る
家
紋
は
‘
米
本
城
村
上
氏
の
菩
提
寺
と
い
わ
れ
る
長
福
寺
の
十
六
葉

あ
ろ
う
か
。

の
菊
と
同
じ
で
あ
っ
て
大
変
興
味
深
い
。

村
上
氏
の
出
自
に
つ
い
て
は
結
局
つ
か
み
得
な
い
が
、
米
本
城
が
存
在

し
た
年
代
は
金
石
文
や
戦
国
情
勢
を
土
台
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
考
え
ら

れ
る
。米

本
城
の
南
西
に
「
根
古
屋
」
が
あ
る
。
城
の
規
模
と
地
形
か
ら
し
て

根
古
屋
集
落
が
展
開
さ
れ
る
に
は
せ
ま
す
ぎ
る
。
前
出
の
康
永
の
板
碑
を

建
て
た
時
代
は
土
豪
の
根
古
屋
時
代
で
は
な
い
か
。
次
に
長
福
寺
の
板
碑

群
は
文
正
か
ら
戦
国
時
代
前
半
に
集
中
し
て
い
る
。
道
灌
が
米
本
城
を
攻

略
し
た
た
め
の
一
群
の
供
養
塔
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
変
っ
て
城
主

に
な
っ
た
の
が
村
上
氏
で
は
な
い
か
。
国
綱
、
綱
清
に
よ
っ
て
強
力
な
戦

国
城
郭
が
築
か
れ
た
。
第
一
次
国
府
台
合
戦
で
は
千
葉
一
族
と
と
も
に
足

利
義
明
に
つ
い
て
参
戦
す
る
。
弘
治
三
年
(
-
五
五
七
）
十
月
に
臼
井
景

胤
が
死
に
小
弓
城
の
原
胤
貞
が
臼
井
城
に
入
っ
た
。
米
本
城
の
南
東
辺
は

に
わ
か
に
あ
わ
た
だ
し
く
な
っ
て
ゆ
く
。
原
氏
は
千
葉
宗
家
を
し
の
ぐ
勢

カ
で
あ
っ
た
。
臼
井
城
を
中
心
と
し
た
原
勢
力
圏
が
築
か
れ
て
い
っ
た
の

で
内
紛
が
生
じ
原
氏
と
村
上
綱
清
は
衝
突
し
、
翌
永
禄
元
年
に
綱
清
は
自

殺
に
追
い
こ
ま
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
綱
清
が
里
見
氏
と
連
携
が
あ

っ
た
と
す
れ
ば
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

次
に
長
福
寺
に
あ
る
五
輪
塔
地
輪
の
銘
文
で
あ
る
が
、
年
号
は
「
慶
」

の
字
と
判
読
で
き
る
。
と
す
れ
ば
慶
長
に
あ
た
り
、
関
東
に
新
し
い
秩
序

が
打
ち
た
て
ら
れ
た
時
代
に
綱
清
の
後
裔
が
祖
先
を
供
養
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

永
禄
元
年
綱
清
自
殺
と
い
う
佐
倉
風
土
記
の
記
述
を
基
点
に
考
え
て
み

た
が
、
こ
の
年
代
を
誤
り
と
す
れ
ば
前
出
の
須
田
氏
諭
文
に
関
連
し
て
永
禄
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明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

九
年
(
-
五
六
六
）
の
上
杉
謙
信
が
臼
井
城
を
攻
略
し
た
際
に
米
本
城
も

落
城
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
際
に
は
臼
井
城
の
支
城
群
と
の
関
連
を
究

国
米
本
城
遺
構
に
つ
い
て

米
本
城
の
位
置
は
広
い
台
地
の
西
南
辺
に
あ
る
。
大
和
田
を
通
る
成
田

街
道
は
近
世
に
ひ
ら
け
た
街
道
で
あ
っ
て
、
大
利
根
図
誌
に
よ
る
と
大
和

田
新
田
か
ら
麦
丸
に
出
て
米
本
を
経
て
保
品
か
ら
印
痛
地
方
の
吉
田
へ
ぬ

け
る
古
く
か
ら
の
道
が
あ
っ
た
。
米
本
は
新
川
（
旧
平
戸
川
）
の
谷
と
保

品
地
先
の
印
脂
沼
ル
ー
ト
の
中
に
あ
っ
て
重
要
な
ネ
ッ
ク
を
な
し
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
現
八
千
代
市
域
の
う
ち
東
北
部
四
分
の
一
以
上
を
支
配
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

小
字
名
に
城
を
中
心
と
し
て
内
宿
・
上
宿
・
下
宿
と
あ
る
の
は
、
近
世

的
な
城
下
町
の
萌
芽
と
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
と
い
う
の

は
、
城
の
規
模
に
く
ら
べ
て
根
古
屋
集
落
が
現
根
古
屋
の
位
置
で
は
せ
ま

す
ぎ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
室
町
期
ま
で
は
兵
農
未
分
離
的
な
根
古

屋
城
時
代
で
、
土
豪
の
勢
力
発
展
と
と
も
に
城
郭
を
整
備
し
拡
大
し
、
内

宿
地
区
を
外
郭
と
し
て
家
臣
団
を
集
住
さ
せ
軍
事
的
拠
点
を
作
り
上
げ
て

い
っ
た
。
第
一
節
で
は
縄
張
り
を
I
.
I
I
.
I
I
l
.
w
郭
に
限
定
し
た
が
、

文
左
衛
門
家
と
市
郎
右
衛
門
家
を
V
•
V
I
郭
と
加
え
得
れ
ば
、
近
代
的
な

桝
形
的
縄
張
り
が
成
り
立
つ
。
米
本
城
は
戦
国
の
台
地
城
郭
か
ら
戦
国
平

（註

3
)

城
的
な
要
素
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

（註）

1

太
田
亮
「
姓
氏
家
系
大
辞
典
」
第
三
巻
（
昭

38)

2

千
葉
開
府
八
百
年
記
念
祭
協
替
会
「
千
葉
大
系
図
」
（
影
印
昭

50)

3

房
総
叢
書
刊
行
会
「
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
房
総
叢
書
」
第
二
巻
所
収

の
「
房
総
軍
記
」
同
巻
「
房
総
里
見
軍
記
」
、
第
三
巻
所
収
の
「
小
倉
本

里
見
家
系
図
」
、
第
四
巻
所
収
の
「
坂
東
八
館
譜
」
に
「
村
上
七
郎
」
ま

た
は
「
村
上
七
郎
清
平
」
と
あ
る
。
川
越
合
戦
は
第
三
巻
所
収
の
「
管

窺
武
鑑
抄
」
に
あ
る
。

4

千
葉
県
教
育
委
員
会
「
千
葉
県
中
近
世
遺
跡
調
査
目
録
」
（
昭

47)

5

伊
藤
一
男
「
房
総
に
お
け
る
中
世
の
城
郭
遺
跡
・
中
近
世
遺
跡
全
県
調

査
の
総
括
と
考
察
点
」
（
「
房
総
の
郷
土
史
」
第
一
号
昭

49)
所
収
の

二
、
遺
跡
の
分
布
と
形
態
的
特
徴
の
四
遺
跡
の
構
造
的
区
分
と
編
年
に

よ
る
。
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吉
橋
城
址

一
、
遺
跡
調
査

日
縄
張
り
（
図
版
k
—

1
.
2
.
1
1

ー

1
6
)

第
一
図
で
示
し
た
如
く
、
吉
橋
城
の
位
置
は
、
桑
納
川
の
支
谷
が
、
尾

崎
と
寺
台
か
ら
東
南
方
向
に
台
地
を
き
ざ
み
、
標
高
ニ
ニ
m
の
細
長
い
台

地
を
形
成
し
、
そ
の
東
北
端
に
あ
る
。
台
地
中
央
部
は
県
道
が
貫
通
し
て

い
る
。

第
四
章

東
西
約
八

0
0
m
あ
り
、

次
に
第
六
図
に
よ
り
城
の
縄
張
り
を
の
べ
て
み
る
。

A
の
大
木
戸
地
点

は
、
か
っ
て
旧
道
は
八
幡
神
社
裏
手
で
ク
ラ
ン
ク
状
に
な
っ
て
い
た
も
の

が
、
現
状
の
よ
う
に
カ
ー
ブ
に
つ
け
か
え
ら
れ
て
い
る
。
便
宜
上
城
址
の

範
囲
を
こ
の
地
点
か
ら
台
地
東
端
に
限
っ
て
み
る
と
、

A
I
C
I
I
の
三

地
点
を
と
る
と
C
地
点
を
直
角
と
す
る
ほ
ぼ
直
角
三
角
形
を
呈
す
る
。
根

古
屋
集
落
の
形
成
を
考
慮
し
て
谷
を
は
さ
ん
だ
東
側
の
尾
崎
地
区
を
も

範
囲
と
す
る
と
、
A
I
C

—

I
、

K
|
M

を
結
ぶ
長
方
形
と
な
る
。
南
北

五

0
0
m
、

面

積

は

約

四

0
0
、
0
0
0
1
3
と

な
る
。現

在
郭
は
二
つ
存
在
し
、
そ
の
他
堀
底
道
、
土
塁
の
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。

便
宜
上
郭
を

I
郭
II
郭
と
す
る
。

A
の
大
木
戸
は
大
手
で
あ
ろ
う
。
お
そ

ら
く
八
幡
神
社
裏
手
部
分
で
桝
形
状
の
虎
口
を
も
ち
、
部
分
的
に
堀
割
り

を
残
す
F
の
部
分
や
、

B
地
点
へ
と
土
塁
を
連
結
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

D
地
点
は
堀
底
部
の
形
態
を
残
し
、

E
と
B
へ
堀
割
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
特
に

E
地
点
で
は
、
畑
の
土
が
帯
状
に
深
く
連
続
し
て
い
る
そ
う

で
あ
る
。

C
は
約
三

0
m
ほ
ど
土
塁
が
現
存
し
て
お
り
、
東
へ
の
ぴ
て
、
西
北
台

地
を
限
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

G
に
は
馬
形
宮
が
、

H
に
は
妙
見
宮
が
祀
っ
て
あ
り
、
塚
や
微
高
地
が

小
道
に
そ
っ
て
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
土
塁
の
痕
跡
と
み
ら
れ
る
。

こ
れ
か
ら
し
て

A
|
Bー

D
I
F
と
Bー

C
|
H
と
Eー

H
I
D
と
い

う
三
つ
の
輪
郭
が
浮
か
び
上
っ
て
く
る
。
こ
の
三
つ
の
区
域
が
城
の
中
央

部
を
西
側
か
ら
防
備
す
る
役
目
を
な
し
て
い
る
。

小
字
香
取
下
沿
と
貞
福
寺
の
あ
る

I
郭
の
南
側
は
自
然
の
崖
を
利
用
し

て
い
る
。
尾
崎
地
区
に
は
M
地
点
に
「
木
戸
の
外
」
と
よ
ば
れ
る
所
が
あ

る
。
こ
こ
は
城
の
東
側
台
地
か
ら
の
侵
入
を
遮
断
す
る
防
衛
地
点
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
第
七
図
の
五
郎
右
衛
門
家
の
位
置
は
台
地
か
ら
六

m
ほ
ど

下
っ
て
一
画
を
な
し
て
い
る
の
で
腰
曲
輪
で
あ
ろ
う
。

こ
の
地
域
に
は
「
根
古
屋
」
の
地
名
や
屋
号
が
見
当
ら
な
い
が
、

K
の

「
根
橋
」
や

L
の
「
お
や
し
き
」
と
い
わ
れ
る
地
点
は
、
城
の
南
側
の
花
輪

か
ら
尾
崎
に
か
け
て
、
城
を
支
え
る
根
古
屋
集
落
が
発
達
し
て
い
た
こ
と

を
う
か
が
わ
せ
る
。
（
尾
崎
館
址
を
参
照
）

太
子
堂
北
方
の

I
地
点
は
櫓
台
と
み
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
吉
橋
城
は
大
木
戸
を
基
点
と
し
た
三
つ

の
外
郭
で
台
地
を
区
切
り
、
台
地
の
舌
状
部
に
二
つ
の
郭
を
連
郭
し
、
北

部
は
桑
納
川
の
沼
地
を
の
ぞ
む
自
然
の
要
害
を
利
用
し
、
南
・
西
部
は
地

形
を
人
為
的
に
普
請
（
工
事
）
を
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

⇔
普
請
（
図
版
k

ー

3
S
t
o
)

二
つ
の
郭
は
南
北
に
な
ら
ん
で
い
て
比
較
差
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

地
形
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路
を
と
る
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

か
ら
し
て
南
側
の

I
郭
は
本
丸
で
あ
る
。
土
塁
イ
・
ロ
・
ハ
・
ニ
・
ホ
で

囲
ま
れ
て
い
る
。
現
在
貞
福
寺
の
境
内
に
な
っ
て
い
て
、
土
塁
は
長
年
の

間
に
崩
さ
れ
て
い
る
が
、
二
の
地
点
の
保
存
状
態
は
特
に
よ
い
。

五
郎
右
衛
門
家
か
ら

I
郭
へ
上
る
道
は
近
代
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
か

ら
、
台
地
か
ら
I
郭
へ
の
出
入
り
は
口
の
北
部
の
土
塁
開
口
部
（
現
在
寺

の
プ
ロ
ッ
ク
屏
の
部
分
）
の
み
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
妙
見
前
か
ら
郭
に
向

っ
て
く
る
と
、
イ
か
ら
リ
・
ヌ
ヘ
と

I
、
II
郭
を
画
す
る
堀
底
道
へ
と
進

堀
底
道
の
堀
割
は
二
の
下
か
ら
ヌ
ヘ
と
薬
研
堀
で
あ
る
。
へ
の
土
塁
上

部
か
ら
の
深
さ
は
五
・
五
m
あ
り
、
上
縁
の
巾
は
、
ヘ
・
ト
地
点
で
は
一
〇

か
ら
」
四

m
で
あ
る
。

II
郭
は
、
土
塁
ヘ
・
ト
・
チ
・
ル
・
オ
で
囲
み
、
ヨ
地
点
と
結
ぶ
ほ
ぼ

台
形
を
な
し
て
い
る
。
地
元
で
は
こ
こ
を
香
取
山
（
カ
ン
ド
リ
ヤ
マ
）
と

よ
ぶ
。
香
取
城
と
も
よ
ぶ
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

II
郭
の
南
部
は
堀
底
道
で
区
切
り
、
リ
か
ら
直
角
に
進
入
す
る
が
、
ヘ
・

ト
に
よ
る
虎
口
で
あ
る
。
ル
・
チ
は
追
落
し
の
た
め
に
土
塁
を
切
っ
て
眼

下
の
断
崖
を
な
し
て
い
る
。
北
側
は
ワ
の
堀
で
区
切
り
、
薬
研
堀
で
あ
る
。

深
さ
五
・
五

m
あ
り
、
巾
は
上
縁
で
一

0
m
あ
る
。

郭
内
は
東
半
分
は
平
担
で
あ
る
が
、
西
半
分
が
不
整
形
で
あ
る
の
は
、

太
平
洋
戦
争
中
に
軍
隊
が
駐
屯
し
て
演
習
の
た
め
に
変
形
し
た
か
ら
で
あ

る
。
へ
と
ヨ
の
間
に
穴
を
掘
っ
た
り
、
凹
凸
を
点
々
と
つ
く
り
遺
跡
を
破

壊
し
て
い
る
。

II
郭
の
東
北
側
は
土
取
り
工
事
の
た
め
に
破
壊
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
腰
曲
輪
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
東
端
の
レ
地
点
は
台

状
を
な
し
て
い
る
か
ら
、
櫓
台
を
形
成
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

次
節
口
の
史
料
中
に
東
櫓
跡
に
香
取
山
吉
祥
院
を
移
す
と
あ
る
の
が
こ

の
レ
地
点
で
あ
る
。

同
じ
く
南
櫓
に
妙
見
山
来
福
院
を
移
す
と
あ
る
が
、
こ
の
地
点
は
第
六

図
D
を
さ
す
。
来
福
院
跡
と
い
わ
れ
、
現
在
は
花
輪
農
村
共
同
館
が
建
ち
、

安
産
講
の
石
仏
と
行
人
塚
が
あ
る
。
地
形
が
変
更
さ
れ
て
い
て
櫓
台
ら
し

き
遺
構
は
な
い
が
、
城
域
の
東
西
範
囲
の
う
ち
南
側
中
間
地
点
を
占
め
る

ボ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

国
尾
崎
館
址
（
図
版
k
ー
11)

第
六
図
の

L
地
点
は
お
屋
敷
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

I
、
II
郭
間
の
堀
底

道
を
下
っ
て
水
田
に
出
、
尾
崎
地
区
に
入
っ
た
地
点
で
あ
る
。
道
の
東
側

に
土
塁
が
道
と
直
角
に
二
本
あ
り
、
昔
は
道
の
西
側
（
ブ
ド
ウ
畑
）
に
続

き
畑
道
に
沿
っ
て
カ
ギ
の
手
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
二
本
の
土
塁
の
間

に
水
堀
が
あ
っ
た
。
現
在
は
埋
没
し
て
い
る
が
数
十
年
前
ま
で
は
水
を
た

た
え
ヒ
ゴ
イ
や
マ
ゴ
イ
を
飼
育
し
て
い
た
と
い
う
。
残
存
す
る
土
塁
の
う

ち
外
側
は
長
さ
三

0
m
、
高
さ
約
三

m
、
巾
四

m
あ
る
。
内
側
の
土
塁
は

塚
状
に
あ
り
高
さ
約
二

m
で
上
部
に
春
日
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ

は
お
屋
敷
と
い
わ
れ
る
と
お
り
ま
さ
に
館
址
で
あ
る
。
東
と
南
側
に
土
塁

と
水
堀
を
め
ぐ
ら
し
、
西
北
側
は
現
在
小
川
の
流
れ
が
堀
を
な
し
て
い
た

も
の
で
あ
る
。
水
田
と
の
比
高
差
は
三

m
で
館
址
の
形
は
東
北
ー
|
'
西
南

方
向
で
北
部
が
せ
ば
ま
っ
た
細
長
い
台
形
を
な
す
。
単
郭
で
あ
る
長
辺
約

1
0
0
 m
、
底
辺
約
六

0
m
、
面
積
約
五
、

0
0
0
面
で
あ
る
。
こ
れ
を

便
宜
上
「
尾
崎
館
址
」
と
呼
称
す
る
。
こ
の
遺
構
は
吉
橋
城
測
量
時
に
含
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め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。

K
地
点
の
根
橋
か
ら
尾
崎
の
集
落
を
根
古
屋
集
落
と
す
る
な
ら
ば
尾
崎

館
址
は
そ
の
中
心
の
根
古
屋
で
あ
っ
た
。

二
、
関
連
調
査

曰

史

料（
註
ー
）

千
葉
郡
誌
に
次
の
ご
と
く
あ
る
。
文
中
の
貞
福
寺
末
緑
起
と
い
う
の
は

お
そ
ら
く
紛
失
し
た
貞
福
寺
文
書
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
文
面
か
ら
し
て
須

田
氏
が
第
三
章
三
で
引
用
し
て
い
る
の
と
類
似
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
の

で
こ
こ
に
収
録
す
る
。

「
長
福
寺

連
蔵
院
‘
龍
蔵
院
、
青
蓮
院
、
西
光
院
、
西
光
寺
、
宗
派
、
宗
旨
、
豊

山
派
の
真
―
―
―
口
宗
に
属
す
。
睦
村
貞
福
寺
末
縁
起
『
高
木
伊
勢
守
胤
貞
等
奥

栗
原
村
上
大
和
田
臼
井
等
小
田
原
北
條
氏
康
父
子
、
攻
於
鎌
倉
山
ノ
内
、

故
上
杉
朝
定
憎
五
将
相
代
三
年
、
説
江
戸
葛
西
之
菖
蕃
、
計
夜
討
天
文
六

年
正
月
七
日
敗
亡
（
略
）
。
胤
貞
告
家
臣
伊
豫
佐
康
隆
言
、
昨
夜
有
神
夢
、

予
不
遂
生
害
、
慾
憩
鏑
木
教
胤
之
館
（
武
射
鏑
之
城
主
也
）
委
後
事
康
隆

等
‘
趨
干
武
射
（
其
後
蟄
居
於
匝
瑳
武
田
村
子
孫
有
干
今
）
於
蕊
高
橋
伊

豫
佐
康
隆
（
安
原
佐
京
進
湯
浅
右
近
忠
等
相
謀
日
、
勝
負
武
士
之
恒
、
登

得
毎
戦
勝
謂
可
不
思
誰
会
稽
之
昔
耶
、
中
之
財
膏
於
民
間
既
而
堪
忍
干
小

田

原

、

天

文

十

五

年

七

月

廿

日

（

略

）

川

越

合

戦

之
時
陪
氏
康
之
先
鋒
而
亡
於
上
杉
家
畢
弓
、
依
為
藷
知
而
康
隆
寺
之
数
輩
、

配
賜
此
吉
橋
郷
康
隆
等
、
下
干
閏
家
察
地
里
、
観
於
惣
氏
、
鍾
於
良
材
、

作
貞
福
密
寺
愛
宕
之
宮
社
、
地
蔵
堂
、
衆
寮
、
廻
廊
、
四
ツ
足
門
、
薬
医

門
、
溶
室
、
山
門
（
四
天
王
有
）
等
…
…
…
投
膏
油
田
百
餘
鮒
、
而
賑
干

香
茶
典
、
又
移
寺
町
（
住
古
有
十
二
寺
今
成
畠
云
寺
台
所
是
也
）
此
等
院

虐
々
所
謂
楠
ヶ
山
青
蓮
院
、
麦
丸
東
福
院
、
為
辮
急
務
置
十
二
寺
於
隣
里
、

東
櫓
跡
移
香
取
山
、
吉
祥
院
、
南
櫓
跡
移
妙
見
山
、
来
福
院
、
此
等
藷
主

尊
崇
之
鎮
守
所
知
邑
間
之
産
神
也
。

然
所
自
天
正
元
癸
酉
年
至
五
年
之
夏
、
関
東
大
乱
一
日
不
安
云
云
。
』

（略）」

口

伝

説

尾
崎
、
花
輪
地
区
に
は
旧
家
が
多
く
、
吉
橋
城
に
関
す
る
伝
説
が
各
家

ご
と
に
伝
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
諸
説
の
根
元
の
一
っ
は

江
戸
時
代
の
元
文
元
年
(
-
七
三
六
）
に
書
か
れ
た
と
い
う
貞
福
寺
古
文

書
に
あ
る
ら
し
い
。
貞
福
寺
古
文
書
は
貞
福
寺
が
明
治
十
六
年
七
月
三
十

一
日
に
花
火
に
よ
る
火
災
の
た
め
に
焼
失
し
た
際
に
本
尊
の
地
蔵
尊
と
古

文
書
だ
け
を
持
ち
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
古
文
書
は
相
当
長
い

巻
物
で
、
後
に
そ
の
写
も
つ
く
ら
れ
た
。
が
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
原
本
、

写
本
共
に
紛
失
し
た
の
で
貴
重
な
史
料
を
実
見
す
る
こ
と
が
で
ぎ
な
い
。

千
葉
郡
誌
の
記
述
と
諸
説
を
照
合
し
て
み
る
と
郡
誌
は
そ
の
貞
福
寺
古
文

書
や
諸
説
を
根
拠
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

伝
説
は
旧
家
の
故
高
橋
民
司
氏
、
故
高
橋
光
元
氏
、
吉
橋
清
氏
、
石
井

光
氏
等
の
説
に
よ
る
と
大
略
次
の
よ
う
で
あ
る
。

吉
橋
城
主
は
戦
国
時
代
に
千
葉
氏
の
系
統
の
「
高
城
伊
勢
守
胤
貞
」
で

あ
っ
た
。
支
配
地
は
吉
橋
、
坪
井
、
古
和
釜
、
楠
ヶ
山
、
大
穴
、
金
掘
、

麦
丸
の
一
部
な
ど
で
八
千
代
市
西
南
部
か
ら
桑
納
川
が
船
橋
市
へ
支
谷
を
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ぎ
ざ
ん
で
い
る
地
域
で
あ
る
。

天
文
七
年
(
-
五
三
八
）
に
第
一
次
国
府
台
戦
争
が
お
こ
る
が
、
そ
の

少
し
前
の
天
文
五
ー
六
年
に
北
条
氏
に
攻
略
さ
れ
た
。
吉
橋
城
は
成
田
街

道
か
ら
の
道
（
県
道
）
は
守
り
が
固
く
攻
撃
で
き
な
い
の
で
、
吉
橋
北
方

か
え
り
＜
ぽ

の
島
田
台
か
ら
前
進
し
た
。
島
田
台
の
帰
久
保
ま
で
来
た
と
こ
ろ
雨
期
の

た
め
に
窪
地
の
湿
地
を
渡
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
か
ら
軍
を
か
え
し
た

の
で
帰
久
保
と
い
う
。
待
坂
（
ま
さ
か
）
（
第
六
図
の
J
)
は
、
攻
撃
の
た

(
N
)
 

め
に
待
期
し
た
と
こ
ろ
と
い
う
。
そ
の
他
関
連
地
名
と
し
て
殿
山
、
お
屋

敷
、
勝
逆
（
坂
）
？
が
あ
る
。
勝
坂
は
あ
る
戦
で
敵
を
討
ち
負
か
し
た
と

こ
ろ
で
、
そ
の
台
地
上
に
そ
の
遺
骸
な
ど
を
埋
納
し
た
塚
が
あ
っ
た
と
い

う
。
ぞ
の
位
置
は
工
業
団
地
造
成
に
壊
さ
れ
て
不
明
で
あ
る
。

落
城
の
次
第
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

正
月
元
旦
に
は
家
の
主
人
が
早
朝
に
若
水
を
汲
ん
で
お
茶
と
雑
煮
を
祝

う
の
が
習
慣
で
、
そ
の
朝
も
城
主
は
下
僕
に
松
明
を
と
も
さ
せ
て
井
戸

（
第
七
図
の
⑮
夕
）
へ
降
り
て
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
北
条
軍
が
桑
の
橋
の

「
妙
の
前
」
に
ひ
そ
ん
で
い
て
そ
の
松
明
の
あ
か
り
を
発
見
し
、
北
条
軍
は

一
せ
い
に
攻
撃
を
し
た
の
で
城
は
兵
火
に
つ
つ
ま
れ
占
領
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

城
主
は
家
族
と
と
も
に
大
和
田
方
面
か
ら
幕
張
に
逃
れ
て
千
葉
氏
に
身

を
守
っ
て
も
ら
っ
た
。

こ
の
時
千
葉
義
胤
に
応
援
を
求
め
た
が
間
に
合
わ
ず
、
遂
に
落
城
し
て

し
ま
っ
た
と
い
う
。

北
条
軍
は
冬
季
の
乾
季
を
ね
ら
っ
て
桑
納
川
の
沼
地
を
渡
り
攻
め
入
っ

た
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
高
城
氏
は
、

山
内
・
上
杉
と
結
び
扇
ヶ
谷
上
杉
を
手
勢
と
と
も
に

攻
め
た
が
敗
退
し
た
。

落
城
後
、
里
見
義
広
ま
た
は
義
頼
が
居
城
し
た
時
代
も
あ
っ
た
。
高
城

氏
の
家
臣
達
は
土
着
し
城
主
を
ま
つ
っ
て
、
貞
福
寺
を
開
山
し
、
守
護
神

に
「
血
流
地
蔵
尊
」
を
安
置
し
た
。
そ
し
て
貞
福
寺
を
本
山
と
し
て
十
三
ヶ

所
に
末
寺
を
置
い
た
。
①
来
福
院
（
花
輪
）
‘
②
吉
祥
院
（
尾
崎
）
‘
③
長

福
寺
（
萱
田
）
‘
④
神
宮
寺
（
船
橋
市
三
山
）
、
⑤
東
福
院
（
麦
丸
）
‘
⑥
威

光
院
（
桑
納
）
‘
⑦
安
養
院
（
桑
橋
）
‘
⑧
蓮
蔵
院
（
船
橋
市
行
々
林
）
、

⑨
竜
蔵
院
（
金
堀
）
‘
⑩
青
蓮
院
（
楠
ヶ
山
）
、
⑪
西
光
院
（
大
穴
）
、
⑫
西

光
寺
（
坪
井
）
、
⑬
東
光
寺
（
古
和
釜
）
（
天
台
宗
）
以
上
の
寺
院
で
あ
る
。

（
千
葉
郡
誌
に
も
同
様
に
あ
り
）
。

（
な
お
、
貞
福
寺
の
境
内
の
石
碑
に
は
応
永
元
年
(
-
三
九
四
）
三
月
中
、

成
和
尚
開
山
と
あ
り
、
こ
の
碑
は
明
治
時
代
に
住
職
が
建
て
ら
れ
た
と
い

う
。
ま
た
貞
福
寺
の
紋
章
は
月
星
で
あ
る
。
）

土
着
し
た
家
臣
は
四
家
老
と
い
わ
れ
、
城
代
家
老
縫
之
助
家
、
次
席
五

郎
右
衛
門
家
、
忠
兵
衛
家
（
ま
た
は
湯
浅
氏
）
、
三
左
衛
門
家
で
あ
る
と

、つ
三
、
考

「楠（
前
略
）

吉
橋
の
城
主
、
吉
橋
丹
後
守
胤
俊
後
宇
多
天
皇
の
建
治
年
間
（
凡
六
百

ヶ
山
」

曰
城
主
と
そ
の
年
代

（註
2
)

吉
橋
城
主
高
木
伊
勢
守
以
前
に
つ
い
て
千
葉
郡
誌
に
「
吉
橋
丹
後
守
」

と
い
う
の
が
出
て
い
る
。

察
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五
十
年
前
）
熊
野
三
社
を
建
立
し
た
り
。

（
中
略
）

吉
橋
丹
後
守
胤
俊
は
、
も
と
千
葉
氏
の
一
族
に
し
て
、
睦
村
神
取
山
に

居
城
を
有
せ
し
が
、
或
る
時
某
氏
と
故
あ
り
て
、
干
伐
を
交
へ
戦
利
あ
ら

ず
し
て
、
一
族
郎
党
四
散
し
、
そ
の
一
部
は
同
所
に
止
り
、
一
部
は
楠
ヶ

山
の
台
地
金
堀
の
前
の
辺
田
等
に
窺
匿
し
、
永
く
農
に
隠
れ
た
り
と
い
ふ
。

今
楠
ヶ
山
、
金
堀
等
に
吉
橋
姓
を
名
乗
れ
る
も
の
は
そ
の
子
孫
な
り
と
ど
。
」

こ
の
吉
橋
丹
後
守
の
出
自
に
つ
い
て
は
不
詳
だ
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
鎌
倉

期
に
桑
納
川
の
水
系
に
一
支
配
園
が
あ
っ
た
と
う
か
が
わ
れ
る
。

（註
3
)

ま
た
吉
橋
城
は
香
取
城
と
も
よ
ば
れ
、
千
葉
郡
誌
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
香
取
城
址

香
取
城
址
は
往
古
吉
橋
周
防
守
（
高
一
万
石
）
の
持
城
な
り
と
伝
ふ
れ

ど
も
、
高
木
伊
勢
守
に
至
る
間
の
歴
史
不
明
な
り
。
抑
も
高
木
伊
勢
守
は

千
葉
氏
と
の
姻
戚
関
係
あ
り
た
る
か
に
思
は
る
（
威
漸
く
関
東
に
張
ら
ん

と
し
た
り
し
が
遂
に
上
杉
朝
定
の
た
め
に
亡
ぼ
さ
る
。
時
は
天
文
六
年
正

月
七
日
な
り
と
も
又
天
文
五
年
丙
甲
三
月
七
日
な
り
と
も
云
ふ
）
遺
跡
と

し
て
は
僅
か
に
旧
城
址
の
形
を
幾
分
を
存
す
の
み
。
即
ち
四
丈
の
高
さ
の

小
松
原
に
し
て
香
取
山
と
称
し
東
北
方
は
田
南
西
方
は
一
面
平
地
な
る
畑

に
接
続
す
。
香
取
山
下
に
も
と
井
及
溜
池
あ
り
た
り
と
称
す
れ
ど
も
目
下

は
池
と
も
思
は
る
る
一
小
部
分
を
存
す
る
の
み
。
遺
物
と
し
て
当
時
の
城

圭
尚
木
伊
勢
守
の
守
護
本
尊
た
る
血
流
地
蔵
尊
の
貞
福
寺
に
残
れ
る
の
み

（
附
高
木
伊
勢
守
の
重
臣
某
の
所
有
せ
し
も
の
な
り
と
云
ふ
刀
一
振
其
の

末
孫
な
り
と
称
す
る
吉
橘
清
次
郎
方
に
無
鞘
の
ま
ま
秘
蔵
せ
ら
る
と
）
。
」

こ
れ
に
よ
る
と
吉
橋
周
防
守
と
い
う
名
が
あ
り
こ
れ
ま
た
不
明
で
あ
る

が
、
高
木
伊
勢
守
は
、
前
節
の
関
連
調
査
の
史
料
に
も
あ
る
よ
う
に
天
文

五
、
六
年
に
扇
谷
上
杉
朝
定
に
滅
ぼ
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
伝
説
で
は
北

条
氏
に
攻
略
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（註
4
)

と
こ
ろ
で
高
木
氏
の
出
自
に
つ
い
て
は
姓
氏
家
系
大
辞
典
に
よ
る
と
、

高
木
、
高
城
、
竹
城
な
ど
に
通
じ
諸
系
統
が
あ
り
各
地
に
居
住
し
て
い
た
。

下
総
で
大
ぎ
く
歴
史
的
位
置
を
し
め
て
い
た
と
こ
ろ
の
小
金
の
高
城
氏
は

桓
武
平
氏
千
葉
氏
族
系
で
、
「
下
総
国
葛
飾
郡
高
木
邑
（
現
・
松
戸
市
高

木
）
よ
り
起
り
、
小
金
城
に
拠
り
し
豪
族
に
し
て
」
と
あ
る
。

（註

5
)

高
城
家
由
来
書
な
ど
に
よ
る
と
、
高
城
氏
は
原
氏
の
重
臣
で
、
胤
行
の

と
き
原
氏
と
勢
力
を
争
っ
て
や
ぶ
れ
一
族
熊
野
に
居
住
し
た
が
そ
の
三
男

胤
吉
は
部
下
と
と
も
に
帰
国
し
栗
ヶ
沢
に
ま
ず
根
拠
を
も
ち
、
永
正
五
年

（
一
五

0
八
）
ご
ろ
か
ら
根
木
内
に
築
城
し
た
。
次
に
亨
禄
三
年
(
-
五
三

0
)

に
大
谷
口
に
広
大
な
平
山
城
を
築
い
た
。
こ
れ
が
小
金
城
で
、
次
に
城
主

は
胤
辰
、
胤
則
と
続
く
。

胤
辰
は
永
禄
七
年
(
-
五
六
四
）
北
条
氏
対
里
見
義
弘
の
第
二
次
国
府

台
戦
争
で
北
条
方
に
参
戦
し
戦
死
し
た
と
い
う
。
小
金
城
に
つ
い
て
は
、

松
戸
市
教
育
委
員
会
「
大
谷
口
松
戸
市
大
谷
ロ
・
小
金
城
跡
発
掘
調
査
報

告
」
昭
和
4
5
年
に
詳
報
さ
れ
て
い
る
。

吉
橋
の
高
木
氏
が
小
金
の
高
城
氏
系
と
考
え
れ
ば
、
高
城
胤
吉
が
栗
ヶ

沢
に
根
拠
を
も
っ
た
こ
ろ
に
、
吉
橋
も
築
造
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
当

時
の
土
豪
が
水
系
ご
と
に
支
配
す
る
形
態
か
ら
考
え
る
と
、
吉
橋
と
小
金

は
距
離
的
に
遠
す
ぎ
る
が
、
小
金
に
対
し
て
吉
橋
城
は
そ
の
配
下
の
支
城

で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
千
葉
氏
の
重
臣
で
あ
る
原
氏
を
討
っ
た
足

利
義
明
が
下
総
、
上
総
に
小
弓
公
方
と
し
て
勢
を
ふ
る
っ
て
以
来
、
小
金
、
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大
木
戸
か
ら
南
櫓
台
あ
た
り
は
馬
場
と
し
て
の
要
素
を
も
ち
大
木
戸
か

ら
西
南
方
向
の
中
木
戸
、
さ
ら
に
そ
の
周
辺
ま
で
、
軍
馬
の
放
牧
地
と
推

定
さ
れ
る
。
こ
の
地
点
は
江
戸
時
代
の
小
金
牧
下
野
牧
の
外
辺
に
相
当
し
、

（註
6
)

（註
7
)

中
世
「
千
葉
野
」
の
一
部
で
あ
る
か
ら
大
椎
城
、
坂
田
城
の
よ
う
な
「
牧

址
」
の
存
在
が
考
え
ら
れ
こ
の
点
を
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ろ
う
。

吉
橋
は
そ
の
支
配
下
に
入
り
、
天
文
七
年
(
-
五
三
八
）
の
第
一
次
国
府

台
戦
争
で
は
千
葉
氏
の
諸
党
と
と
も
に
義
明
方
に
参
戦
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

吉
橋
城
の
落
城
が
天
文
五
、
六
年
と
い
う
こ
と
は
、
第
一
次
国
府
台
戦
の

一
歩
手
前
の
戦
闘
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

口
吉
橋
城
遺
構
に
つ
い
て

吉
橋
城
築
造
の
基
盤
は
前
出
の
鎌
倉
末
期
か
室
町
期
に
築
か
れ
た
尾
崎

館
址
で
あ
ろ
う
。
水
田
と
の
比
高
差
の
少
な
い
平
担
地
に
立
地
し
た
兵
農

未
分
離
の
土
豪
的
武
士
が
ま
ず
桑
納
川
支
谷
を
支
配
し
、
谷
津
田
の
開
田

の
進
行
と
と
も
に
桑
納
川
水
系
の
す
べ
て
を
支
配
す
る
戦
国
武
士
の
拠
点

と
し
て
吉
橋
城
が
築
造
さ
れ
大
き
な
編
張
り
を
も
っ
て
い
っ
た
も
の
で
あ

（註）

1

千
葉
県
千
葉
郡
教
育
会
「
千
葉
県
千
葉
郡
誌
」
（
大
45)

2

前
掲
ー
に
同
じ

3

同
右

4

太
田
亮
「
姓
氏
家
系
辞
典
」
第
二
巻
（
昭
38)

5

房
総
叢
書
刊
行
会
「
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
房
総
叢
書
」
第
四
巻
所
収

（昭
17)

6

後
藤
和
民
「
大
椎
城
址
の
調
査
上
・
下
」
（
「
千
葉
県
の
歴
史
」

4
.
5

号

昭

4
7
4
8
)

7

伊
藤
一
男
「
房
総
に
お
け
る
中
世
の
城
郭
遺
跡
・
中
近
世
遺
跡
全
県
調

査
の
総
括
と
考
察
点
」
（
「
房
総
の
郷
土
史
」
第
一
号
昭
49)
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い
え
る
。

高
津
館
址

一
、
遺
跡
調
査
（
図
版

T
|
1
¥
8
)

新
川
の
谷
が
下
市
場
の
南
で
西
北
に
分
岐
し
、
大
和
田
の
南
側
を
進
み
、

高
津
の
観
音
堂
の
東
に
達
し
、
弁
天
様
の
地
点
で
更
に
西
と
南
に
分
岐
す

る
。
南
進
す
る
と
小
字
部
田
を
通
る
。
東
側
は
小
字
堀
込
と
い
い
低
い
緩

傾
斜
地
が
谷
へ
接
続
し
て
い
る
。

高
津
館
址
は
こ
の
部
田
の
谷
に
面
す
る
海
抜
約
二

0
m
の
台
地
の
東
縁

に
位
置
す
る
。

第
八
図
の
よ
う
に
西
端
に
妙
見
社

(
A
)
、
そ
の
南
側
は
長
福
寺
址

(
B
)
、

そ
の
関
係
で
「
大
門
」
と
い
う
屋
号
が
あ
り
小
字
西
の
西
側
あ
た
り
を
小

字
大
門
と
い
う
。
北
方
に
は
根
ノ
上
神
社

(
D
)
、
東
北
方
に
は
観
音
堂

(
E
)
、
南
西
に
い
っ
て
、
観
音
寺

(
F
)
、
高
津
比
詳
神
社

(
G
)
、
高
秀

霊
神

(
H
)
が
存
在
す
る
。
遺
跡
の
前
の
水
田
標
高
は
一
四

m
弱
で
あ
る

か
ら
、
水
田
耕
地
と
の
比
高
差
の
少
な
い
位
置
に
あ
る
典
型
的
な
館
址
と

遺
構
は
第
九
図
の
よ
う
に
一
条
の
空
堀
を
中
心
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

堀
は
「
二
重
堀
」
と
呼
ば
れ
、
南
西
（
イ
）
か
ら
北
西
（
口
）
に
進
み
カ
ー
プ

し
て
久
左
衛
門
宅
の
裏
手
に
出
る
。
イ
の
堀
底
は
も
と
は
ヌ
の
地
点
ま
で

あ
り
（
そ
こ
か
ら
は
ゴ
ル
フ
バ
ノ
テ
ィ
ン
グ
場
建
設
に
よ
り
不
明
に
な
っ

て
い
る
）
ヌ
か
ら
リ
ま
で
は
自
然
の
断
崖
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

一
方
カ
ー
ブ
し
た
堀
は
現
在
は
ハ
の
地
点
か
ら
削
り
と
ら
れ
て
い
る
が
、

二
の
方
向
へ
の
ぴ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
を
推
定
さ
せ
る
の
が
ホ
の

台
地
残
が
い
で
あ
る
。

第
五
章

二、

関
連
調
査

イ
・
ロ
・
ハ
の
堀
は
深
さ
三
m
、
上
縁
で
幅
九
m
で
整
え
ら
れ
た
薬
研

堀
で
あ
る
。
ヘ
・
ト
の
土
塁
は
、
へ
の
部
分
は
も
と
は
チ
の
地
点
ま
で
の

び
て
い
た
と
い
う
。
下
辺
で
幅
九

m
、
上
辺
幅
―

m
を
測
り
、
ル
・
オ
・

ヨ
地
点
と
並
ん
で
堀
か
ら
そ
そ
り
立
つ
形
を
な
す
。

ル
の
西
側
は
小
右
衛
門
の
屋
敷
跡
で
あ
り
、
オ
・
ワ
・
カ
と
一
・
五

m

か
ら
0
•
五
m

の
土
塁
が
走
っ
て
い
る
。
ナ
地
点
も
屋
敷
跡
で
あ
る
。
が
、

オ
・
ワ
・
ヨ
・
タ
・
ラ
・
ナ
の
範
囲
は
非
常
に
複
雑
で
あ
る
。
オ
・
ヨ
・

タ
と
ワ
か
ら
ツ
ヘ

L
字
状
に
、
ま
た
ソ
・
ネ
と
三
本
の
土
塁
に
混
入
す
る

よ
う
に
レ
と
ソ
の
下
に
か
け
て
深
さ
―
m
内
外
の
堀
が
入
っ
て
い
る
。
部

分
的
な
凹
地
は
近
代
に
お
け
る
木
根
跡
だ
が
、
こ
の
部
分
は
馬
込
と
も
つ

か
な
い
異
様
な
遺
構
で
あ
る
。

館
址
の
前
面
ヰ
か
ら
ノ
は
県
道
で
こ
れ
に
そ
っ
て
小
河
川
が
流
れ
て
い

る
。
こ
の
部
分
に
水
堀
な
ど
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
今
回
の
調
査
で
は
不

明
で
あ
る
。

曰
根
古
屋
に
つ
い
て

根
古
屋
と
い
う
屋
号
に
つ
い
て
、
地
元
で
は
近
世
の
領
主
旗
本
の
間
宮

氏
に
出
す
年
貢
を
集
め
た
場
所
ー
ー
ナ
す
な
わ
ち
年
貢
屋
の
こ
と
を
さ
す
の

だ
と
い
う
。
し
か
し
第
九
図
の
測
量
図
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
如
く
、
土
豪

の
館
址
遺
構
か
ら
し
て
ま
さ
に
根
古
屋
が
正
し
い
。

口
高
津
姫
伝
説
（
図
版

T
ー

7
)

高
津
観
音
寺
住
職
関
博
道
氏
の
話
（
「
葬
式
仏
教
」
と
い
う
本
に
あ
る
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と
い
う
）
に
よ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

藤
原
時
平
は
平
安
初
期
の
公
卿
で
、
延
喜
元
年
（
九

0
1

)

に
菅
原
道

真
を
太
宰
権
帥
に
左
遷
し
、
藤
原
氏
の
地
位
を
確
保
し
た
こ
と
で
有
名
で

あ
る
。
道
真
は
、
宇
多
・
醍
醐
両
天
皇
の
信
任
厚
く
、
藤
原
氏
を
押
え
る

た
め
に
重
用
さ
れ
た
の
だ
が
、
左
遷
さ
れ
九
州
で
同
三
年
に
死
ん
だ
。
役

人
き
っ
て
の
学
者
・
文
人
で
あ
っ
た
か
ら
後
世
に
天
満
天
神
と
し
て
全
国

的
に
信
仰
さ
れ
た
。

さ
て
道
真
が
死
ん
で
か
ら
、
延
喜
六
年
に
は
藤
原
定
国
を
は
じ
め
、
同

九
年
に
は
時
平
が
、
同
十
三
年
に
は
時
平
の
子
保
忠
な
ど
相
つ
い
で
一
族

関
係
者
が
七
人
も
死
亡
し
た
。
そ
れ
は
道
真
追
放
の
た
た
り
で
あ
る
と
思

わ
れ
た
。

そ
こ
で
時
平
の
妻
と
娘
の
高
津
姫
は
都
を
は
な
れ
、
大
阪
か
ら
乗
船
し

東
へ
下
っ
た
。
や
が
て
下
総
へ
着
き
久
々
田
（
津
田
沼
海
岸
鷺
沼
付
近
）

に
上
陸
し
た
。
乗
っ
て
き
た
船
は
石
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

人
を
た
よ
っ
て
三
山
の
二
宮
神
社
に
落
ち
着
き
、
道
真
の
霊
を
と
む
ら

っ
た
。
高
津
姫
は
高
津
に
移
り
一
生
を
終
え
た
。
彼
女
が
守
り
本
尊
と
し

て
も
っ
て
い
た
「
観
世
音
菩
薩
」
は
観
音
堂
（
第
八
図
ー
E
)
に
安
置
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
高
津
の
地
名
は
姫
の
名
か
ら
お
こ
っ
た
と
い
わ

れ
る
。高

津
比
眸
神
社
（
第
八
図
I
G
)
は
、
祭
神
は
多
岐
都
比
賣
命
で
明
応

（
註
ー
）

元
年
(
-
四
九
二
）
の
創
立
で
高
津
姫
を
ま
つ
っ
て
い
る
と
い
う
。

船
橋
市
三
山
の
二
宮
神
社
は
、
三
山
の
大
祭
で
有
名
で
あ
る
。
八
千
代

市
萱
田
と
大
和
田
の
時
平
神
社
同
様
に
時
平
を
ま
つ
り
、
大
祭
は
習
志
野
・

船
橋
・
八
千
代
の
三
市
に
ま
た
が
り
、
藤
原
氏
の
荘
園
の
範
囲
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
し
て
い
る
観
が
す
る
。

社
殿
の
一
っ
に
「
藤
原
師
経
公
左
遷
せ
ら
る
、
や
、
船
に
て
補
ヶ
浦
を

渡
り
、
当
地
附
近
の
海
岸
に
上
陸
し
て
一
族
と
共
に
今
の
二
宮
神
社
附
近

に
居
を
な
し
、
本
社
を
創
建
し
其
祖
先
時
平
公
を
合
祀
す
。
」
と
あ
る
。

国
高
秀
霊
神

（註
3
)

千
葉
郡
誌
に
「
（
前
略
）
古
昔
高
秀
初
め
床
五
郎
と
称
し
徳
川
家
康
に

仕
へ
し
が
慶
長
十
九
年
従
軍
し
て
大
阪
に
戦
死
せ
り
と
。
而
し
て
従
僕
岩

井
源
左
衛
門
は
本
村
の
人
に
し
て
当
時
私
に
主
人
の
首
級
を
奉
じ
て
帰
郷

し
此
の
地
に
埋
葬
し
祠
宇
を
造
り
て
祠
れ
り
と
。
而
し
て
今
尚
岩
井
家

（
岩
井
年
雄
）
に
は
当
時
源
左
衛
門
の
所
持
せ
し
刀
を
秘
蔵
し
て
記
念
す
。
」

と
あ
る
。
岩
井
家
に
は
こ
れ
に
関
す
る
文
書
を
所
蔵
さ
れ
、
高
秀
霊
神
を

守
護
さ
れ
て
い
る
。

三
、
考

高
津
館
址
は
標
高
約
二

0
m
の
台
地
を
背
に
し
て
空
堀
と
土
塁
に
よ
っ

て
、
水
田
に
面
し
て
存
在
し
た
。
根
古
屋
の
位
置
は
堀
か
ら
す
る
と
現
在

は
ず
れ
て
い
る
が
、
今
の
根
古
屋
、
久
左
衛
門
及
び
与
衛
門
跡
の
三
家
の

位
置
が
当
時
の
根
古
屋
の
範
囲
と
い
え
る
。
南
北
九

0
m
、
東
西
六

0
m

の
長
方
形
で
面
積
五
！
六
、

0
0
0
mZ
で
あ
る
。
堅
固
の
堀
と
土
塁
を
背

に
母
屋
と
倉
を
も
ち
、
第
九
図
ム
の
池
を
前
庭
と
し
た
屋
敷
構
成
が
考
え

ら
れ
る
。
ノ
・
ヲ
・
ク
・
ヤ
・
ウ
は
古
道
で
あ
り
、
ヰ
・
ウ
は
近
代
以
降

に
道
を
形
成
し
、
高
津
団
地
建
設
に
よ
り
現
在
の
道
幅
に
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
根
古
屋
屋
敷
を
中
心
に
古
道
に
そ
っ
て
根
古
屋
集
落

察
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を
呈
し
て
い
た
。
小
字
中
村
に
は
中
村
姓
が
多
い
が
、
高
秀
霊
神
に
ま
つ

わ
る
源
左
衛
門
家
と
並
ん
で
集
落
の
草
分
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
実
測
に
よ
り
概
観
し
て
み
る
と
当
館
址
の
型
式
は
小
室
栄

一
氏
、
後
藤
和
民
氏
、
伊
藤
一
男
氏
の
研
究
に
照
合
し
て
み
れ
ば
台
地
と

水
田
面
と
の
比
高
差
の
少
な
い
台
地
辺
を
平
担
地
に
普
請
を
し
単
郭
で
空

堀
と
土
塁
を
も
ち
、
お
そ
ら
く
前
面
の
県
道
が
水
堀
を
構
築
し
た
位
置
で

あ
り
、
根
古
屋
集
落
に
続
く
畑
地
と
周
辺
の
谷
津
田
を
支
配
す
る
鎌
倉
期

の
兵
農
未
分
離
な
土
豪
の
居
館
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（註
7
)

房
総
叢
書
に
よ
れ
ば
、
国
圏
の
項
に
、
兵
部
省
式
の
下
総
国
茜
津
騨
‘

馬
十
匹
、
千
葉
郡
伝
馬
五
匹
と
あ
る
。
茜
津
は
清
宮
氏
に
よ
る
と
高
津
に

相
当
す
る
。
高
津
、
実
籾
、
長
作
、
畠
、
武
石
、
馬
加
、
検
見
川
は
三
山

ノ
荘
の
範
囲
で
あ
っ
た
。
武
石
胤
成
の
支
配
地
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
兵
部
省
馬
牧
に
高
津
牧
と
あ
る
が
当
高
津
に
比
定
さ
れ
ズ
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
，
当
館
址
の
成
立
背
景
が
考
え
ら
れ
、
妙
見
宮
の
存
在
と
考

え
あ
わ
せ
れ
ば
千
葉
氏
系
の
土
豪
の
支
配
拠
点
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

さ
ら
に
同
書
国
国
の
項
に
、
時
平
神
社
が
あ
る
こ
と
か
ら
藤
原
時
平
ノ

荘
園
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
。

時
平
の
荘
園
が
存
在
し
た
と
す
れ
ば
、
高
津
姫
が
来
住
し
た
説
の
発
生

も
つ
な
づ
け
る
が
地
名
に
関
し
て
は
姫
の
来
住
以
前
に
あ
っ
た
と
考
え
る

の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

（註）

1

千
葉
県
千
葉
郡
教
育
会
「
千
葉
県
千
葉
郡
誌
」
（
大
1
5
)

2

同
右

3

同
右

4

小
室
栄
一
「
中
世
城
郭
の
研
究
」
（
昭
40)

5

後
藤
和
民
「
大
椎
城
址
の
調
査
（
下
）
」
（
千
葉
県
の
歴
史
5
号
昭
4
8
)

6

伊
藤
一
男
「
房
総
に
お
け
る
中
世
城
郭
の
研
究
」
（
房
総
の
郷
土
史

第
一
号
昭
4
9
)

7

房
総
叢
書
刊
行
会
「
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
房
総
叢
書
」
第
七
巻
所
収

「
日
本
地
理
志
料
」
（
昭
1
7
)
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米
本
城
、
吉
橋
城
、
尾
崎
館
址
、
高
津
館
址
に
つ
い
て
測
量
と
踏
査
を

中
心
に
検
討
を
し
て
き
た
が
、
き
わ
め
て
雑
駁
な
報
告
で
あ
り
、
さ
ら
に

究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
問
題
点
を
次
に
列
記
す
る
。

①
遺
構
の
発
掘
調
査
と
文
献
精
査
。

②
遺
構
に
つ
い
て
立
地
、
築
城
、
そ
の
他
の
塁
、
砦
の
細
部
に
わ
た
る

調
査
検
討
と
支
城
関
係
な
ど
。

③
周
辺
他
地
域
の
遺
構
と
の
詳
細
な
比
較
検
討
。

④
館
城
を
中
心
に
中
世
の
民
衆
生
活
が
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
た
の
か
。

高
津
と
尾
崎
の
館
址
は
鎌
倉
期
以
降
の
当
地
械
’
を
代
表
す
る
典
型
的
な

土
豪
の
館
址
で
あ
る
。
高
津
牧
や
萱
田
神
保
御
謝
の
荘
園
跡
に
芽
生
え
た

在
地
の
土
豪
武
士
勢
力
で
あ
る
。

（註）

米
本
・
吉
橋
両
城
に
つ
い
て
伊
藤
氏
の
「
県
北
遺
跡
群
の
具
体
的
検
討
」

①
「
遺
構
の
特
徴
点
」
を
参
考
に
し
て
特
徴
点
を
次
に
あ
げ
る
。

①
半
島
状
台
地
の
先
端
部
に
位
置
し
、
そ
の
先
端
部
に
主
郭
を
も
っ
て

い
る
こ
と
。

②
直
線
連
郭
的
構
造
で
あ
る
。
騎
馬
戦
闘
集
団
と
し
て
大
量
の
馬
を
必

要
と
す
る
こ
と
か
ら
「
牧
址
」
の
存
在
が
把
握
さ
れ
る
こ
と
。

③
縄
張
り
普
請
な
ど
高
度
な
技
術
の
台
上
遺
構
を
も
っ
て
い
る
こ
と
。

④

良

好

な

水

便

を

確

保

し

て

い

る

こ

と

。

．

⑤
城
跡
周
辺
に
根
古
屋
や
宿
な
ど
と
そ
れ
に
類
す
る
地
名
が
残
り
、
城

を
さ
さ
え
る
生
活
集
団
の
展
開
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
。

R
高
度
な
造
築
技
術
を
も
っ
て
一
地
域
の
拠
点
と
し
て
戦
国
台
地
城
郭

か
ら
近
世
的
な
要
素
も
若
干
み
ら
れ
る
こ
と
。

米
本
城
は
平
戸
川
右
岸
か
ら
佐
倉
市
と
の
境
の
高
野
川
の
範
囲
、
市
域

の
東
北
部
ま
た
は
東
半
分
一
帯
の
水
系
を
支
配
す
る
拠
点
で
あ
っ
た
。
弘

治
三
年
十
月
に
原
胤
貞
が
臼
井
城
に
入
り
原
勢
力
圏
を
築
く
中
で
滅
亡
し

た
が
あ
る
い
は
永
禄
九
年
の
上
杉
謙
信
が
臼
井
城
を
攻
略
し
た
際
に
滅
亡

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

吉
橋
城
は
、
桑
納
川
と
そ
の
支
谷
一
帯
を
支
配
す
る
拠
点
で
、
城
主
高

木
氏
は
小
金
の
高
城
氏
と
と
も
に
第
一
次
国
府
台
合
戦
（
天
文
七
年
）
以

前
に
北
条
勢
に
よ
り
滅
亡
し
た
。

両
城
は
印
施
沼
水
系
の
西
南
部
に
お
け
る
中
世
末
期
の
武
士
支
配
を
代

表
す
る
一
形
態
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
八
千
代
市
域
に
と
っ
て
戦
国
末
期
を

語
る
代
表
遺
構
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
確
実
な
館
城
遺
構
が
あ
っ
て
も
そ

れ
を
立
証
す
る
記
録
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
中
世
の
特
色
で
あ
る
。
だ
か

ら
こ
そ
こ
れ
ら
の
遺
構
は
そ
こ
に
生
活
し
た
民
衆
と
武
士
の
ま
さ
に
生
き

た
史
料
で
あ
り
史
実
で
あ
り
、
そ
れ
を
示
す
の
は
残
さ
れ
た
遺
構
し
か
な

い
の
で
あ
る
。

遺
構
は
い
ず
れ
も
長
年
に
わ
た
る
変
更
や
土
取
り
の
た
め
に
部
分
的
に

破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
以
上
の
破
壊
を
す
る
こ
と
は
祖

先
を
失
う
こ
と
で
あ
り
市
民
的
財
産
の
一
大
損
失
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
復

元
し
た
も
の
は
あ
く
ま
で
も
復
元
の
価
値
し
か
な
く
、
そ
の
時
代
に
つ
く

ら
れ
た
も
の
が
一
等
史
料
だ
か
ら
で
あ
る
。
最
少
限
残
さ
れ
た
こ
の
貴
重

な
遺
構
を
開
発
の
美
名
の
も
と
に
失
っ
て
は
な
ら
な
い
。
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以
上
八
千
代
の
中
世
館
城
の
一
端
を
の
べ
た
が
、
諸
先
学
の
御
教
示
を

切
に
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
註
）
前
掲
伊
藤
氏
論
文
（
「
房
総
の
郷
土
史
」
第
一
号
）
そ
の
他
左
記
の
文
献
を

参
考
に
し
た
。

0
大
類
伸
・
鳥
羽
正
雄
共
著
「
日
本
城
郭
史
」
（
昭
16)

0
中
峠
城
跡
調
査
団
「
千
葉
県
我
孫
子
市
中
峠
城
調
査
報
告
書
」
（
昭
49)

0
松
子
城
跡
調
査
団
「
千
葉
県
香
取
郡
大
栄
町
松
子
城
調
査
概
報
」
（
昭

45)

0
千
業
県
教
育
委
員
会
神
崎
城
遺
跡
調
査
団
「
千
葉
県
香
取
郡
神
崎
町
神
崎
城
調

査
報
告
書
」
（
昭
49)

0
清
川
一
史
・
野
口
実
共
著
「
城
郭
」
別
冊
「
日
本
中
世
城
郭
資
料
」
第
三
集

（昭
45)

0
千
葉
県
東
葛
飾
郡
教
育
会
「
千
葉
県
東
葛
飾
郡
誌
」
（
大
12)

（
補
遺
）こ

の
稿
脱
稿
時
に
米
本
山
長
福
寺
住
職
吉
村
武
雄
師
よ
り
、
村
上
氏
の
末
裔
と

伝
わ
る
方
が
千
葉
県
君
津
郡
袖
ヶ
浦
町
横
田
に
在
住
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
と
の
御
報
を
受
け
た
。
後
日
そ
れ
に
つ
い
て
は
発
表
の
機
会
を
得
た
い
。
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米本城址 (Y-1~31) 

Y-1 米本城址遠景 （城橋より昭和38年 7月 故高梨三嘉氏撮影）

Y-2 米本城址遠景 （城向より ） Y-3 米本城址から城橋へ

Y-4 ーの堀の北方 （台地より） Y-5 大手ふきん （ハ、 ヌ）
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二～三の堀断面

米
本
城
跡
模
型

（
郷
土
歴
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研
究
会
製
作
）
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Y-19 長福寺 (C! 

Y-21 矢 中 (K)
おん まわ

Y-22 追廻し (J)

文左衛門 （加茂家）所蔵品 (Y-23-30) 

Y-23 刀 4
（右が1倫川、左が出羽 ） ｛ 

Y-24 刀銘
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Y-20 綱清の墓（伝）

Y-25 染付角鉢（左） ・染付小皿（右）

Y-26 Y -25と同じ（横から）

Y-27 針遣



~ ・. F 

Y-28 茶釜

Y-31 康永三年板碑（咳の神様）

Y-29 重箱

吉橋城址 (K-1 ~16) 

K-1 吉橋城址遠景 (G付近から） K-2 吉橋城址遠景（桑の橋側から）

K-3 堀底道（リ）と土塁（左はへ、右は二） K-4 堀底道（リ）と土塁（へ）



K-5 堀底（ワ） K-6 土塁（オ）

囀9

K-7 土塁（ル） K-8 士塁断面（口）

K-9 土塁断面（ル、ワ、力）

K-10 清水(@夕）からの道



K-11 尾崎館址（お屋敷） (L) 

K-13 大木戸（吉橋八幡神杜） (A) 

高津館址 (T-1~8)
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T-2 土塁（ヘート）

T-4 底

T-6 屋敷跡

T-3 土塁断面（チ）
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T-5 堀

T-7 高津観音寺 (F) 
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八千代中惟館城址

調査報告

昭和 51年 3月

発行八千代市教育委員会
八千代市中世館城址調壺団

印刷棘文明堂印刷所
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第 3図 米本城址測量図
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